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第 6 回年次大会シンポジウム・パネルディスカッション抄録 

ウィズコロナ・ポストコロナにおける

新しいロングステイ観光 

〈ファシリテーター〉 

辻野啓一氏 （流通経済大学社会学部） 

〈パネリスト〉 

五木田玲子氏（公益財団法人日本交通公社） 

相澤国弘氏（蔵王農泊振興協議会） 

内田彩氏（東洋大学国際観光学部） 

若月伸一氏（欧州在住ジャーナリスト） 



第 6回年次大会シンポジウム・パネルディスカッション抄録 

ウィズコロナ・ポストコロナにおける新しいロングステイ観光

〈ファシリテーター〉 

辻野啓一氏 （流通経済大学社会学部） 

〈パネリスト〉 

五木田玲子氏（公益財団法人日本交通公社） 

相澤国弘氏（蔵王農泊振興協議会） 

内田彩氏（東洋大学国際観光学部） 

若月伸一氏（欧州在住ジャーナリスト） 

※パネルディスカッションはオンライン会議システム Zoomを利用して開催されました

〇辻野：みなさんアロハ。辻野です。ハワイ

からではなく新松戸からなのですが、本日

は司会を務めさせていただきます。まずは

画面共有をさせていただきます。本日のパ

ネリストの方はこちらの 4 人です。夢のオ

ールスター共演のような皆様ですのでワク

ワクしています。また本日の流れは次のよ

うになっています。本日は 1 人の方が話し

っぱなしになるのではなく、皆様がうまく

関わっていける形にしたいと思いますので、

どうぞよろしくお願い致します。

【Part1】「コロナ禍における日本人旅行の動

向、意識」

【Part2】「コロナ禍以前における、多様化す

るロングステイの現状と課題」

【Part3】「ロングステイ観光をどのように発

展させていくか？」

【総括】「パネルディスカッションの総括」 

それでは、自己紹介をかねてお話をいただ

きます。まず五木田さんからお願いします。 

〇五木田：ありがとうございます。公益財団

法人日本交通公社の五木田でございます。

初めての方もいらっしゃるかと思いますの

で、公益財団法人日本交通公社について少

し説明させていただきますと、私共の財団

は観光を中心とするシンクタンク、コンサ

ルタント、また研究機関として調査研究活

動やシンポジウムの開催を行っています。

また青山に事務所がありますが、そちらで

は旅の図書館の運営も行なっています。私

自身は小笠原、屋久島、沖縄など、比較的滞

在期間が長めのロングステイをやられてい

るような地域が多かったのですが、そうい

った全国各地の観光地のお手伝いをさせて

いただいてきました。また冒頭でお褒めの

言葉をいただきましたが、現在は日本人旅

行者の需要と実態を長期的に把握する調査

を担当しておりまして、コロナが旅行市場

に及ぼした調査の担当をしておりますので、

そのご紹介をさせていただきます。本日は

どうぞよろしくお願い致します。

〇辻野：次に相澤さんお願いします。今日は
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蔵王からでしょうか？

〇相澤：はい。蔵王からです。蔵王農泊振興

協議会の相澤と申します。私は主に蔵王の

別荘地の開発管理から始まって、今は地域

の空き家活用であったり、雇用促進であっ

たり、地域資源を活用したまちづくりの取

り組みをやっています。その中で、今回は私

共が運営している宿泊施設、これは未利用

の貸別荘であったり、後継ぎのいない農家

さんだったり、あとは地域の空き家であっ

たりするのですが、そういったものを宿泊

運用して、コロナ禍でも 8 割から 9 割とい

う非常に高稼働の状態でお客様を迎え入れ

る取り組みを行っています。私たちの取り

組みの肝は、空き家を活用して交流人口を

増やすということのみならず、そこに関わ

る人たちがいわば社会的弱者、たとえば地

域の高齢者の方に運用にも幅広く関わって

いただく取り組みというのを、まちづくり

のムーブメントとしてやっています。今日

はどうぞよろしくお願いします。

〇辻野：では次は内田さん、お願いします。

〇内田：東洋大学国際観光学部の内田と申

します。専門は観光歴史学の観点から温泉

地、特に温泉地の滞在について研究をして

おります。背景には江戸時代の温泉地、日本

型リゾートの原型とも言われるのにどうし

て、日本人は長期滞在ができないと言われ

るのか、そしてなぜ昔はそれが可能だった

のか、というリサーチクエスチョンから、博

士論文では江戸時代の温泉地における長期

滞在などについて研究しました。現在は、歴

史だけではなく様々な視点から温泉地の滞

在について研究しておりますので、本日皆

様の色々なご意見を伺えることを大変楽し

みにしております。どうぞよろしくお願い

致します。

〇辻野：では、若月さんどうぞ。フランクフ

ルトからありがとうございます。

〇若月：ドイツから参加させていただきま

す若月と申します。学生時代にヨーロッパ

に留学して、そのままずっとヨーロッパに

残っておりまして。気が付けば約 50 年、半

世紀ヨーロッパでロングステイしているこ

とになります。その間にイタリアとフラン

スに各々2 回、4、5 年ずつ住居を構えて住

んだこともありまして、ドイツとイタリア、

フランスのロングバケーション、休暇旅行

の実態のようなものを紹介させていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願い致

します。

〇辻野：ありがとうございます。若月さんは

すごい数の本をお書きになっておられます

よね。何冊くらいお書きになっています

か？

〇若月：数えたことはないんですけど、主に

宗教とか文化面のことが多いです。いつも

取材旅行に出かけていまして、ヨーロッパ

もほとんどの場所、あっちに行ったり、こっ

ちに行ったりしています。今フランクフル

トに住んでいるのもフランクフルトから飛

行機を使うと、ヨーロッパのどこでも日帰

りで行けるんですね。ヨーロッパの中心と

いうことでフランクフルトに住みながらジ

ャーナリスト活動をしております。

〇辻野：ありがとうございました。では皆様

お待たせしました。いよいよ五木田さんの

レクチャーをいただきます。では五木田さ

んどうぞよろしくお願い致します。

〇五木田：それでは私の方から、「コロナ禍

における日本人旅行者の動向・意識」という

ことでロングステイの観点もふまえながら
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ご紹介できればと思います。まず今回ご紹

介する調査のデータなんですが、当財団の

方で取っているオリジナルのデータでして、

コロナ禍以前から定期的に取っているもの

なのですが、コロナ禍の観光客の動向もわ

かるような形で調査を行っておりましたの

で、こちらのデータから抜粋してご紹介し

たいと思います。

まず、こちらはコロナ禍が国内旅行にど

のような影響を与えたのかを月別に示した

ものになります。ちょっと見にくいのです

が、グレーの棒グラフが後ろにあります。こ

ちらは日本における新規の感染者数を示し

たものです。緑の線を見ていただきますと、

コロナ禍による旅行の取りやめは 2020 年

の 3 月に急増しまして、初めて緊急事態宣

言が出された 4 月、5 月には 8 割の方が旅

行を取りやめていました。その後徐々に減

少しまして 11月には 3 割まで戻ったのです

が、また 12 月、1 月にかけて急増しまして、

第 3 波では再び 7 割まで急増しています。

その後感染状況に伴いまして増減を繰り返

していると言う状況になります。

2021 年に入ってからのピークというのは、

2 回目の緊急事態宣言が発令された第 3 波

下の 1 月になっておりまして、同程度の感

染者数であった第 4 波下、過去最大の感染

者数となった第 5 波下におきましては、第

3 波下ほどの高い割合には至っておりませ

んでした。ピンク色の線「当初の予定通り実

施した旅行があった」、こちらを見ていただ

きましても第 3 波下の 2021 年 1 月と比べ

て、第 4 波下の 4 月では 10 ポイントくらい

増加しておりまして、第 5 波下ではこれが

さらに増加しているということで、いわゆ

る「コロナ慣れ」の状況がご覧いただけると

思います。

再び緑の線を見ていただきますと、第 5

波下が落ち着きをみせた11月くらいからは、

かなり取りやめも減っていまして、予定通

り実施したという値がコロナ禍前に迫る勢

いになってきたというところをまず概観と

してご紹介させていただきます。

続きまして、こちらが旅行内容の変化で

す。これを確認するためにここでは夏休み

の 8 月に着目しまして、コロナ禍前の 2019

年、2020 年、2021 年、この 3 年を比較して

おります。まず左上のブルーに示した同行

者のグラフを見ていただきたいのですが、

こちらは 2020 年のコロナ禍に入った当初

には、他者との接触回避が非常に強く意識

されたということもありまして、同居する

家族や夫婦での旅行が非常に増えていまし

た。2021 年もその傾向は続いてはいるんで

すけども、その比率はやや落ち着いてきた

かなという状況です。続いて右のオレンジ

のグラフになりますけども、こちらは主な

交通手段になります。こちらは同行者同様

に、他者との密、接触回避を避ける形で自家

用車の比率が 2020 年には急増したんです

けども、2021 年に関してはそれがやや落ち

着いてきたという状況です。左下の泊数、緑

色のグラフになりますが、コロナ禍にあっ

ては近場の旅行が増えたということもあり

まして、1 泊の比率がかなり増えたというと

ころがあります。その一方でもうひとつ注

目していただきたいのが、ロングステイの

テーマでもある長期なのですが、一番右の 5

泊以上のところをご覧いただくとボリュー

ムは大きくないんですけども、コロナ禍前

と比べますと少し増えてきています。ここ

は注目される部分かなと思いまして年代別
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で見たところ、1 泊というのはどの年代でも

増加していたのですが、5 泊以上は 40 代以

上で増加していたということが、この 8 月

においては確認されました。

最後に右側の出発日になりますけども、

最も色が濃い部分が平日になります。こち

らはコロナ禍前に比べて平日利用が増えて

いて、分散化が意識されているということ

が言えると思います。このように「密や接触

を避けて、短期間、同居の家族と分散して」

という傾向は続いているんですけど 2020

年に比べて、ややコロナ禍前に戻りつつあ

るかな、という状況です。

今、近場の旅行が増えたとお伝えしたの

ですが、こちらのグラフは地域別の域内旅

行の比率の推移を見たものになります。こ

ちらはコロナ禍前と比べるといずれの地域

も高まっているのが分かるかと思いますが、

地域によってその差は分かれているのかな

という状況です。

続きましてこちらは同じく 8 月の旅行内

容になるのですが、左上の旅行形態のグラ

フでは、個別手配の比率がかなり増えてい

ましてコロナ禍の状況でも柔軟に対応でき

るように、ということで、そういったところ

が増えております。宿泊施設に関しては、キ

ャンプが注目されていますが、割合は低い

ながらそういったところが増えております。

左下のブルーのグラフ、今回の旅行内で行

った活動の数を見ていただきますと、やは

り近場の旅行ですとか泊数が短いというこ

ともあると思いますが、密を避ける、接触を

避けるというところで、あちこちを巡ると

いうよりは、活動も厳選して行っているの

かな、ということが感じ取れる状況です。

最後に右下の来訪経験になりますが、こ

ちらはコロナ禍前の 2019 年と比べますと、

5 回目以上の地域が増加しているのがご覧

いただけるかと思います。こちらは近隣の

旅行が増えているということもあると思い

ますが、知っているところの安心感とか、愛

着がある地域、自分がファンである地域に

訪れるケースが増えているのかなと感じて

おります。

こちらは旅行先を決めるにあたって、何

を重視したのかという点になります。月別

によってそれほど大きな変動はないのです

が、「あまり人が密集しないような地域であ

ること」、「公共交通機関を使わないで行け

ること」などが多くなっていまして、やはり

密回避、感染対策を重視して、旅行先を選定

していることが分かります。加えて、左から

5 つ目の「宿泊先の滞在環境が充実している

こと」、こちらも上位になっていることが注

目されます。ロングステイの観点からみて

も、宿泊先の滞在環境が充実していること

は旅行先を決定するにあたって非常に重視

されておりまして、「あちこち巡る」から「じ

っくり滞在」に観光客の意識が動いてきて

いるのかなと感じます。

続きまして、こちらは旅行意識になりま

す。コロナ収束後の旅行意識を見たものに

なるのですが、「旅行に行きたい」という意

識は突如コロナ禍と対峙することになった

2020 年よりも高まってきているという状況

です。コロナ禍の長期化に伴いまして、「自

粛してきた分、旅行に行きたい」という思い

はこれまで以上に増してきているのかな、

と思っております。特にこの 1 月に実施し

た一番直近の調査では、これまでの中で一

番「これまで以上に旅行に行きたい」という

割合が増えてきたという状況でございます。 
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こちらは誰が旅行に行きたいと思っている

のかを性別、年代別で示したものになりま

す。左側のグラフは、横軸を「これまで以上

に旅行に行きたい割合」、縦軸を「これまで

のようには旅行に行きたくない」として、

性、年代別にプロットしております。これを

ご覧いただきますと、男女とも 10 代、20 代

は「これまで以上に旅行に行きたい」割合が

非常に多くなっています。一方、女性の 70

代については、他の年代に比べてこれまで

のように旅行に行くことを恐れている状況

が伺いしれます。右側は国内旅行、海外旅行

別に意向を見たものになりますが、国内旅

行は行きたいという思いが結構強いんです

けども、海外旅行についてはまだまだ慎重

という状況です。

旅行意向について、もうひとつご紹介し

たいものがあります。年齢以外で旅行意向

が高い層は何だろうかということを分析し

たもので、旅行頻度で切ったものになりま

す。普段の旅行頻度別に旅行意向を見てみ

ますと、ご覧いただけるように旅慣れた人

ほど旅行意向が高いということが見て取れ

ますので、旅行市場にこういった方から戻

ってくるのかなと考えているところです。

ここまで旅行意向について見て参りまし

たが、そもそも人々は旅行というものをど

ういう風に捉えているんだろうというのを

調べたのがこちらの表です。「コロナ感染と

いう観点において、国内旅行は日常生活と

比べて危険だと思いますか？」と尋ねた結

果です。5 段階で回答された調査になります。

この結果を見ますと、性、年代によって多少

の差はあるもののおおざっぱにみて、国内

旅行と日常生活は「同程度」、「危険」と見な

す方はだいたい半数と見て取れます。先ほ

ど 70 代の女性は旅行意向が低いとお伝え

したのですが、このグラフではあまり他の

年代と差がありませんので、旅行だけを特

別に不安視しているのではなくて日常生活

に不安があるので、旅行にも消極的になっ

ていると言う風に見えます。日常生活が安

心にならなければ、「旅行に行こう」と誘っ

てもなかなか難しいのではないかと考えて

おります。

続きましてこちらは旅行の動機を見たも

のになります。左側が動機なのですが、横軸

に選択率を示しておりまして、縦軸にコロ

ナ禍前からの増減を示しています。右上に

ある「おいしいものを求めて」「日常生活か

ら解放されるため」は、コロナ禍前からの 2

大動機であって、コロナ禍前に比べてその

意向が高まっていることが確認されます。

これは自粛疲れで解放されたいとか、おう

ちごはんが増えるなかで、いつもと違うも

のが食べたい、そういった思いが増してい

るのかなと感じております。右側が行って

みたい旅行タイプになります。同じように

横軸は選択率、縦軸はコロナ禍前からの増

減を示しています。横軸の選択率を見てい

ただきますと、最も多いのは温泉、自然とグ

ルメという形になっています。続いて縦軸

を見ていただくと、ほぼすべての旅行タイ

プがコロナ禍前と比べてプラスになってお

りまして、旅行に行きたいと言う気持ちが

ウズウズしている様子がこういったグラフ

からも確認できると思います。中でも温泉、

高原リゾート、リゾートホテルあたりの伸

びが大きいことから、コロナ疲れを癒した

いという思いが見えて来るかなと思います。

ロングステイはだいたい真ん中あたりにあ

るのですが、性別、年代別で見た時に、ロン

8



グステイが 10 位以内に入った年代は、20 代

男女、40 代男女、50 代男性となっていまし

た。先ほど、20 代は実施としてはあまり多

くなかったんですけど、意向としては、20

代の若い世代においてもロングステイには

注目をしていて、今後行ってみたいなと感

じているというところが見てとれました。

続いてこちらは、コロナ禍で行きたい地

域、行きたくない地域はどういうものかを

見たものになります。コロナ禍に行きたい

地域としては「あまり人が密集しない地域」

が最も多く、次いで「公衆衛生などの感染症

対策が徹底されている地域」になりました。

しかし今後行きたい地域として挙げられた

のは、「これまで旅行したことのない地域」

だったり「元々予定していた地域」、「愛着が

ある地域」となっていました。

一方であまり行きたくない地域としては、

コロナ禍、今後ともに「感染者が多かった地

域」、「公衆衛生が徹底されていない地域」な

どが多く挙がりました。コロナ禍において

は密回避や感染症対策がまず求められまし

たが、今後においては、密回避、感染症対策

は最低限の条件で、魅力ではなく条件とな

っていまして、今後は観光地本来の魅力が

求められるようになると考えております。

こちらは最後のグラフになりますが、コ

ロナによって、旅行先の選択や旅行先の行

動に変化が生じるかを聞いたものになりま

す。コロナ禍当初は「わからない」が半数以

上を占めていたのですが、直近の調査では

「変化する」という回答が 8 割近くを占め

ております。では具体的に何が変化するか

を聞いたのがその右側のグラフでして、強

く意識されていたのが、混雑する場所や時

間を避けて蜜を避ける行動が上位になって

いました。分散化が強く意識された結果と

なっております。またツアーへの参加を控

える行動ですとか、身近な人との少人数旅

行などプライベート性の高い旅行、個人化

が志向されている結果となりました。

ここまで見てきたものをまとめたのが、

こちらです。日本人旅行者が旅行に求める

ものやしたいこととしては、増減はあるも

のの大きくは変わっていないということが

ございます。ただ、それを実現するための、

いつ、どこへ、誰がという状況というのはコ

ロナの状況によって大きく変わっているの

かなと感じております。こういった部分に

関しては受け入れ側が柔軟に対応していく

ことが求められるのではと感じております。 

〇辻野：ありがとうございました。元々45

ページくらいある調査をぎゅっとまとめて

いただきました。もう既にここでキーワー

ドがドンと出ています。Part3 の回答なんで

すけど、感動的な言葉は「愛着のある場所」

ですね。愛着のある場所に行きたいという

のが明確にでていますよね。それから動機

の部分には、皆さんに共通の部分があるか

と思います。「行ってみたい旅行タイプ」で

は、ロングステイが高い位置なのがいいで

すね。旅行の動機には「日常生活からの解

放」、「食」というものがありました。これは

若月さんがおっしゃっていたアグリツーリ

ズムと重なる部分ですね。

〇若月：そうですね。今お話を聞いて、非常

にヨーロッパ的な休暇旅行の志向が強いの

だなと感じました。

〇辻野：そうですよね。農泊をやっておられ

る相澤さんにも関係してきますよね。やは

り「食」は魅力なんですね。

〇相澤：そうですね。私たちの宿泊施設とい
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うのは基本、食は提供しないようにしてい

るんですよ。と申しますのも旅館やホテル

との差別化を図るために、我々があえて「食」

に手を出さずに地域で食べていただく、後

は地域で買い物をして自分たちで調理して

食べてもらうとうことを第一にしているの

で。それを楽しみにして来られる方が多い

ですね。その意味ではロングステイ性が高

いのかなと思います。

〇辻野：その地域の食を楽しもうというこ

とですね。あと内田先生、温泉が伸びるとい

う点はぜひコメントをされたいポイントで

はないでしょうか？

〇内田：そうですね。やはり健康志向も強く

なっていますし、五木田さんから「癒し」と

いう言葉も何回か出ていましたが、そうし

た点も含めて温泉地におけるロングステイ

が今後重要になってくるんじゃないか、と

思います。

〇辻野：そうですね。そしてやはり、「旅慣

れた人ほど旅行がしたい」というのも胸に

ささる言葉ですよね。ありがとうございま

した。それでは Part2 に進みましょう。パネ

リストの皆さんから、今やっておられるお

仕事がロングステイにどう関わっていて、

現状がどうなのかという話を伺いたいと思

います。相澤さんからお願いします。

〇相澤：はい、冒頭申し上げた通り、私共は

主に別荘地の再生でこの仕事を始めたのが

最初でございまして、未利用の別荘や地域

の空き家とか、後継ぎのいない農家さんと

か、そういった物件を許可を取って宿泊施

設にして、地域の資源、文化的な資源や食、

温泉などとセットにして交流人口の受け入

れをやっています。その中で、コロナ禍前の

現状というのは、インバウンドが一番いい

時でしたので、宿泊客のだいたい 6 割くら

いがインバウンドのお客様でした。ほとん

どがヨーロッパの方だったんですけども、

ヨーロッパの方はロングステイの傾向が高

く、地域に対して自分で行動をすると言う

特徴があるものですから、食についても自

分で散策して、自分で買い物をして、自分で

調理して食べる。体験のコンテンツも自分

でその場所まで行って、文化的な体験をす

る、農業的な体験をするというケースが多

かったんです。これがコロナ禍前の私共の

宿泊施設の状況でした。

多少、話が前後しますが、民泊法が施行さ

れたのが 3 年ほど前のことでした。我々は

元々、別荘地の再生で、空き家を活用してい

こうという取り組みから民泊法の施行を活

用して空き家を宿泊施設として稼働させる

ところから始まっています。それが今、エリ

ア内で 40 軒くらい、あとは今、許可を待っ

ているところまで含めると、今年で 50 軒く

らいの開業になるんだろうと思います。イ

ンバウンドが 6 割を占めた時も、年間平均

8 割から 9 割という非常に高い稼働率で回

っていたんです。それがコロナ禍になりま

してインバウンドがゼロになりました。ゼ

ロになった分をマイクロツーリズムといい

ますか、近い地域の方々がそっくりそのま

ま 6 割、日本人に入れ替わった形になって

います。その内容を見てみると、今 8～9 割

が日本人なのですが、そのうちの 3 分の 1、

場合によっては半分くらいになるかもしれ

ませんが、テレワーク、ワーケーションな

ど、仕事で使っている人の比率が最近非常

に多くなってきています。6 割がそっくり日

本人に入れ替わった中の、日本人の比率の

半分くらいが何かの仕事をして地域に関わ
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って下さっているということでございます。

ワーケーションという言葉が最近流行って

いるじゃないですか。一人で泊まられる方

というのは極めて少ないので、二人もしく

は少人数という方が、ご家族はプライベー

トを楽しんでいて、お父さんとかは働いて

いるようです。だいたい 4、5 日宿泊される

方が一番多いかなという印象です。1 泊、2

泊というよりは 3 泊、4 泊の比率が非常に

多いです。

そんなこともあって、私共の方では地域

の資源を活用した体験コンテンツ、我々が

商品化するというよりは、既存にあるもの

を活用して連携を図ることで体験コンテン

ツを創出しています。同時に Wi－Fi 環境な

どを整備して地域の共有スペースのような

ものをどんどん作っていって、仕事される

方はそこで仕事ができるように進めていま

す。かつて空き家だったものを地域の共有

スペースのような場所にして滞在される方

が、夜にディナーを取りたい時はここをお

貸しするとか、仕事で使いたいと言う時は

ここで仕事をしていただいたりしています。

隣の古民家もそうです。これは築 150 年の

古民家なんですが、こちらも同様の環境を

整備しまして、地域に泊った方がここに集

まって、仕事の時は仕事をする、そして陶芸

体験や着付け体験などの体験コンテンツも

ここで行っています。

これは、地域の体験コンテンツです。農家

さんと連携を図ったイチゴの摘み取り体験

です。蔵王町だと伝統文化としてこけしが

あるのですが、こけしの絵付け体験。これは

元々あったものを商品化して、我々のとこ

ろで宿泊を受け入れて、体験のニーズがあ

れば、そういったところに送り込んでいく。

あと冬は樹氷ができますので、スキー場さ

んが樹氷見学ツアーなどを元々企画されて

いました。そうしたところと連携していく。

陶芸体験についてもバブル期に温泉地の共

有施設、体験施設などを作っていて、陶芸の

窯を作って、そのままダメになってしまっ

たところがあったんです。そこを再生して、

窯も再生して、そこで地域の方に先生にな

っていただいて陶芸体験をしています。

これはインバウンドの時の写真ですが、

ほとんどの方が日本の文化を体験して喜ん

で帰っていきました。それが今、そっくり日

本人の方に置き換わっています。ですから

どっちかというと、コロナ禍前、コロナ禍後

でいくと、我々はコロナ後の方が稼働は高

いわけですけど、提供するコンテンツもほ

ぼ変わりなく、地域のものを提供していま

す。結果的に地域にお金が落ちているとい

うことでございます。

〇辻野：ありがとうございました。インバウ

ンドの時にスノーモンスターとして蔵王が

人気を集めていたのが、そのまま日本人に

変わっているのがおもしろいし、ひとつ謎

が解けたのが、家族の分業でした。お父さん

は仕事をして、家族は楽しむと言う形なん

ですね。ここにひとつのヒントがありまし

た。体験コンテンツを作る際に何か仕掛け

づくりをされていますか？

〇相澤：そうですね。最初はとても苦労しま

した。我々の宿泊施設があるエリアという

のは、近くに遠刈田温泉という古くからの

温泉街があるんですけど、そことの対立を

避けるために、なるべくコンテンツや食を

提供しないというところから始まったので

すが、だんだん客足が増えてくると、逆にコ

ンテンツを提供されているところ、例えば
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こけしの絵付けを提供しているこけし館さ

んなどから我々のところに能動的に、体験

コンテンツにしてくれないかという話がど

んどん増えてきました。ですから我々はさ

ほど苦労することなく、体験コンテンツを

次々に仕立て上げていっているということ

です。来る方が、我々が「これでも体験コン

テンツになるの？」というようなものを見

て、結構大喜びされるわけです。単純に木や

川を見ただけでも喜ばれますし、冬、着雪し

た木を見るだけでも来る方にとっては貴重

なコンテンツになるようです。あまり肩ひ

じをはらず、地域にあるものを体験コンテ

ンツに仕立て上げているというのが現状か

な、と思います。

〇辻野：ありがとうございました。すごく面

白いですね。では内田先生お話しください。 

〇内田：先ほど少々申し上げましたが、私は

温泉地の歴史から研究しています。なぜか

と言いますと、江戸時代の温泉地というの

は、だいたい 21 日間くらい滞在する、ある

意味日本型の長期リゾートの原型だったと

言われています。その中で長期滞在の基本

的な要素が存在するのではないか。また長

期滞在が失われていった要因を歴史的に見

ることができるんじゃないかと思っていま

す。そもそも江戸時代に長期滞在できた原

因というのは、江戸時代は基本的に旅をす

ること、物見遊山の旅というのは禁じられ

ていたのですが、名目があれば認められて

いました。これらを「特定の目的のもと許可

された旅」と言っておりまして、特に信仰の

ための参詣、そしてもうひとつが、医療のた

めの湯治であったと言われています。これ

らがある意味で日本の旅の形を作っていく

ことになります。

特に滞在型ということで見ると、長期滞

在を可能にした要因という視点から考える

と、湯治に対する社会的認知が浸透してい

た、これは 21 日間湯治するという温泉医学

が発達し、社会的に浸透していたことや情

報の流通、そして長期休暇を取得できる

人々、武士は「湯治休暇」、農民は農閑期と

それぞれに休暇がありました。つまり湯治

に対する社会的認知があり、休暇制度とい

う枠組みがあったからこそ、ロングステイ

が可能であったと言われています。

一方で地域側も多様な人々に対応できる

価格設定であったり、滞在生活を支える地

域の仕組みであったり、滞在者の状況に応

じた観光行動、保養行動が行えるようにな

りました。ここから指摘できることという

のは、やはり長期滞在には、長期滞在に対す

る理解というものと休暇制度という長期滞

在が保証できる仕組みが必要であること、

そして地域側の取り組みとしては多様な

人々が長期滞在できる仕組み作りというの

が必要であることが過去からわかります。

では具体的に見ていきますと、湯治のた

めに 3 週間前後過ごす目的があった中で、

長期滞在地として空間、生活、システムが形

成されていきました。宿は宿泊機能、共同湯

は入浴機能、商店・行商などが飲食や物販の

機能を保持して、温泉地全体が一つの「宿」

として機能していた。地域全体で滞在を支

え、観光行動と交流を育んでいたと考えら

れます。今見ていただいている写真は、部屋

への商品の販売です。地域の方が地域の食

べ物やお土産を部屋に売りに来ていました。 

当時の宿というのは非常にオープンスペ

ースで、襖を開ければ隣の人とも交流を持

つことができました。温泉地の中では土産
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物の販売だけではなくて日々人々が過ごす、

生活を支えるものも販売され、それが人々

の楽しみにもつながっています。こうした

温泉地というのは各地で共通した空間と自

然空間があったと言われています。

中心に有力な宿や共同湯、商店を持つこ

とで賑わいと華やぎを持ち、周辺に寺社を

持つことで、そこに聖域を持つ。さらにその

奥に自然や山、レクリエーションやハイキ

ングができるような、重層的かつコンパク

トにヒューマンスケールで人々が楽しめる

構造になっていました。

この中で人々がどのような生活をしてい

たのでしょうか。まず基本としては、当時の

宿は自炊が一般的でしたので、お米や味噌

という持参品を持ってくれば安く滞在が出

来ました。持ってくることが難しかった場

合は宿で借りることもできたんですね。借

りたり、購入したり。そういうことを行うベ

ーシックプランと部屋を貸しきって一人で

使いたいとか、食事の世話をしてほしいと

か、部屋の掃除をしてほしいと言う場合は

オプションで人を頼むこともできました。

さらに様々な遊びもあり、温泉地の滞在は

ベーシックでいけば非常に安上がりで自炊

をし、自分で掃除洗濯をして安くあげられ

ますけども、一方でプラスアルファも可能。

そういう多様性のある地域になっていたこ

とが指摘できるかと思います。ではその中

で人々はどんな暮らしをしていたのかとい

うことを、観光行動から見てみたいと思い

ます。

今、見ていただいているように、長く滞在

すればお天気がいい時もあれば、そうでな

い時もあります。元々体調不良の方が来る

ということですので、体調のいい時、悪い時

といったような様々な中で体験する行動が

ありました。先ほどの相澤さんのお話では

ありませんけれども、地域ならではの蛍狩

りとか魚釣り、自然散策といったものから、

施設の部屋の中での遊びまで、まさに多様

な人々が集まってくる中で、本人の状況や

属性に応じて滞在することができ、かつそ

れらをつなぐ中心として「交流」というもの

があった。それは湯治客同士だけではなく、

地域の人や宿の関係者や様々な人のなかで

その滞在を豊かにする役割を果たしていま

した。さきほど五木田さんの話の中で「愛

着」という言葉がでてきましたが、当時の温

泉地はそういった言葉が似合う場所だった

ようです。

幕末の外国人からみた、湯治場の交流が

こんな風に描かれています。「お客の数やそ

の様子から判断して、温泉を口実に、人々は

そこで人に会うために来ているのである。

昨日までは、お互いに知らなかった人々が、

色々の所から集まってきて、気楽な世間話

に花を咲かせる。毎年毎年同じ客が、季節が

よくなると、箱根の湯を訪れる」まさにそこ

の地域の人、そして場所に愛着を持つ人た

ちがリピーター化していく、そんな様子が

うかがえます。

しかし、こうした温泉地も近代化の中で、

観光が主体の温泉地になっていく。短期滞

在の観光型温泉地として発展していくこと

になります。旅館も大型化し、旅館の囲い込

みにより、お客様が外に出ないということ

から温泉地が衰退し、景観が破壊されてい

ったり、画一化された温泉地が増加してい

きます。さらに温泉施設が増加することに

伴い、温泉地に行くこと自体が減り、温泉地

離れも進んできています。今、温泉地では、
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温泉地ならではの滞在の魅力が必要ではな

いかということを再び考えております。 

そうした中で、色々な取り組みがありま

すけども、ひとつは施設内での魅力づくり、

あとは施設外での魅力づくり。施設、地域の

内外ともに温泉地の特質を生かした健康・

保養プログラムとともにやはり快適な暮ら

しの仕組み。五木田さんのところでありま

したけども、選ぶ基準のひとつが「快適」で

した。快適にもいろいろありますが、ひとつ

は暮らすように過ごす、そういったことも

含め地域全体で飽きさせない、滞在を助け

る仕掛けづくり、地域の個性を生かした滞

在型への取り組みを模索しているというの

が現在の温泉地ではないかと思います。 

そうした時に、今までは宿泊施設内だけ

の滞在の仕組み作りが中心でしたけども、

滞在する温泉地エリアであったり、さらに

その周辺の広域的なエリアも含めて施設を

中心にしながら滞在を充実させていくよう

な地域づくり、施設づくりが今必要とされ

ているのではないか、というのが各地域で

の取り組みになるかと思います。 

〇辻野：ありがとうございました。日本人は

かつてロングステイヤーだったんですね。

すごい発見でびっくりしました。では最後

に若月さんのお話をいただきます。 

〇若月：ヨーロッパの休暇旅行というのは

原則、ロングステイなんですね。ロングバケ

ーションということになりますけども。長

期滞在でゆっくりのんびりというのが、ヨ

ーロッパの人たちの休暇先での原則です。

ですから休暇先でしたいことの一番人気は

何かといいますと、ドイツ人だと「散策」と

いうのがあります。あるいは野山をゆっく

り歩きまわる、いわゆる「ワンダリング」、

そういったことが、ドイツ人が休暇先で一

番したいことの行動パターンなんですね。

こういった長期休暇を取れる、長期休暇を

取るという大きな要因は人生観がヨーロッ

パの人と日本人では違うと思います。やは

り人生を楽しむということを重点に置いて

いますし、会社で働いていても昇進はあま

り気にしないというのが、ヨーロッパの人

たちの生活パターンですから。 

さらに労働法によって休暇が守られてい

ます。日本でもよく知られていることだと

思いますが、日本では会社によって休暇の

日数が違ったり、あるいは取れなかったり

ということがありますが、ヨーロッパでは

労働法で年間の休暇が定められていますし、

また残った休暇を企業が買い上げてはいけ

ないという法律もあります。さらに残業な

んかもひと月 10 時間以内、あるいは年間で

100 時間以内という風に厳格に決められて

いますので、そのうえで降格、減給というこ

とが将来的にも禁止されていますから、労

働者に対して優位な法律というのが、ロン

グステイができる条件のひとつになってい

るのではないかと思います。 

ドイツ人を例にとりますと、10 日前後の

休暇旅行をする人が全国民の 55％いるとい

う統計があります。さらに最もそうした休

暇を多くとる世代というのは、日本で一番

多いのは 50 代だったと思いますけども、ド

イツの場合は 30 代、40 代の働き盛りの人

が一番多いという統計が出ていまして、そ

れも最低、年間 1 回以上、12 日以上の休暇

を取る人というのがその世代の 65％いると

言われています。年収を見ますと、日本とあ

まり変わらないと思うんですけども、30 代、

40 代くらいのドイツ人の年収というのは一
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人 3 万ユーロくらいですから、400 万円全

然後。ドイツの場合、共働きが多いです。そ

れでも夫婦で 700 万円、800 万円という年

収で、こうした長期休暇、休暇旅行ができる

余裕のひとつに、ヨーロッパの場合子ども

に対する教育費がほとんどかからないんで

すね。大学まで無料です。イギリス以外は国

公立の大学しかないですから、教育費がか

からない。また子育て支援というのが非常

に充実していまして、保育所だとか幼稚園

もほぼタダのような状態で行けるので家庭

の出費が少ない。逆に言うと収入が多いの

と一緒ですから、そういったことがロング

ステイができる要因のひとつではないかと

思います。

ロングステイは生活の一部になっていま

すから、子どもがいる人たちは子どもの学

校休暇に合わせてロングステイ、休暇に行

くわけなんですが、夏に 4、5 週間、秋に 2

週間、クリスマス、お正月にまた 2 週間、

そして春はイースター休暇が 1、2 週間あり

ます。こうしたことを国民全員がやると国

が機能しなくなってしまいますので、ドイ

ツ語圏の場合は各州、あるいは地域によっ

て休暇の始まる次期、あるいは終わる時期

を毎年違えています。カレンダーを買うと

各州の休暇の予定がでています。例えば手

帳スタイルのカレンダーですと見開きペー

ジにドイツ語圏の、今ご覧いただいていま

すが、これは全部休暇の始まる日にちと終

わる日にちが書かれています。これは私が

持っていたものなので、ドイツ語圏のもの

なんですが、右のほうにはスイスなんかも

休暇の時期を全部ずらしてありますし、オ

ーストリアの休暇も書かれています。こう

したことが非常に厳密に守られていますの

で、来年の休暇の時期が発表されますと、移

動するのにこの時期は外そうとか、あるい

は何日か外して、この州を通るのはよそう

とか考えます。休暇が始まりますと、その

週、あるいは地域ではものすごい交通渋滞

がおきてしまいますから。

ヨーロッパの場合国によって違いまして、

ドイツ語圏の場合はこのように大変合理的

な休暇の取り方をしますけども、これがラ

テン語圏のフランスになりますと、7 月 14

日のフランス革命の日から 1 ヵ月、全国民

がまとめて休暇を取るような傾向がありま

す。その時期にパリに行きますと、皆さんご

存知だとは思いますがショップやデパート

まで休んでいてお買い物ができない。フラ

ンス人の場合は多くがコートダジュールや

ノルマンディなどに行きますから、7 月 14

日前後には国中で大渋滞が起きています。

あるいはそれが終わる 8月 15日前後も大渋

滞が起きるという、国家事業のようなとこ

ろがあります。

これがイタリアになりますと、学校の夏

休みが意外と長いものですから、6 月の末く

らいから 8 月の末くらいまで 7、8 週間学校

休暇がある地域もあるようです。そうした

状況もありまして、イタリアの場合は国自

体が海に囲まれていますから、大都会で働

いている人達は住んでいる都会から 40 ㎞、

50 ㎞離れた海岸沿いのレンタルアパートを

1、2 ヵ月借りるんですね。で、家族で 1，2

ヵ月そちらに移って、ご主人の休暇が終わ

って働かなくてはならない、となると、ご主

人はそこから大都市に通って働くという休

暇の取り方があります。イタリアのアドリ

ア海側の方なんですけども、リミニからア

ンコーナー、ペザロという 100 ㎞、200 ㎞の
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海岸線にかけてはレンタルアパートが数十

キロにまたがって造られていまして、イタ

リア人、ドイツ人、スイス人が 1 ヵ月借り、

あるいは 2 ヵ月借りしていると言う状況も

あります。 

さらに最近はアドリア海の反対側、クロ

アチアという国がありますが、そこの海岸

線、あるいは小さな島がたくさんあるので

すが、そうした場所のレンタルハウス、レン

タルアパートを長期で借りるというのがド

イツ人、あるいはフランス人、そしてイギリ

ス人たちの人気のロングステイの滞在地に

なっています。こういったところがヨーロ

ッパの現状かと思います。 

〇辻野：ありがとうございました。国が休暇

を分散させることでオーバーツーリズムが

緩和されているんですね。だからこそロン

グステイが可能になるんですね。 

〇若月：そうですね。国によって規制をして

もやっぱり、休暇に入った州の周辺は渋滞

しますから国全体で休暇を取ると、ものす

ごい交通マヒが起こると思います。その一

番の例がフランスですね。フランスの場合

は人口の 2 割がパリ周辺に集まっています

から、約 2000 万人近い人が 7 月 14 日前後

から一斉に動き始めますので、通常だと 2，

3 時間で行けるところに 1 日がかりで行か

なくてはならないという状況が現在も続い

ています。 

フランスの場合は、あまりにもみんなが 3

週間、4 週間と休暇を取るものですから、現

在労働法で 2 週間しか休暇を取らなかった

人にはボーナス休暇というのが違う時期に

取れるようなシステムになっていまして、

元々年間休暇最低 25 日が保証されている

んですけども、それが 27、28 日になるとい

うシステムが導入されています。 

〇辻野：ありがとうございます。五木田さん

いかがですか？3 人のお話を聞いて感じる

ところがあったのではないですか？ 

〇五木田：皆様のお話とてもおもしろくて

聞き入ってしまいました。若月さんに質問

してもよろしいですか？日本では長期滞在

が増えてきているとはいえ、まだボリュー

ムとしては少ない状況だと思うんですけど、

一方ヨーロッパはかなり盛んに長期滞在が

されていると。ヨーロッパでは旅行といえ

ばロングステイオンリーで、1 泊の旅行とい

うのはあまりないものですか？それとも長

期滞在と近隣への短期の旅行を使い分けて

楽しんでいらっしゃるんでしょうか？ 

〇若月：ロングステイの定義にもよると思

うんですけども、先ほど申し上げた通り、学

校休暇自体が年に最低 4 回、2 週間あるい

は 4 週間というのがありますから、それに

合わせて親が 2週間といっても 10日間休暇

をとるだけでいいですから、年間そうした

旅行が 2 回でも 3 回でもできるわけですよ

ね。一般的には夏に 2、3 週間、秋に 1 週間、

クリスマスに 1 週間といったことをやって

いますと、例えば自分の親元に帰るという

旅行がありますが、そういう一般的な旅行

というのは少ないと思います。私なんかも

フランスにいた時に思ったんですけど、意

外と一般の人でも親からもらった別荘など

を持っている人がいまして、週末になると、

100 ㎞位離れた別荘に泊りに行くという人

もかなりいました。ですから、それを旅行と

するかどうかという定義もありますけども、

日本的な 1 泊 2 日の旅行というのは意外と

少ないと思います。 

〇辻野：ありがとうございました。レンタル
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アパートが多いと言うお話でしたが、相澤

さん、最近は日本でも別荘を貸し出すこと

が増えているという記事を読みましたが、

そうなんですか？ 

〇相澤：そうですね。我々が俗に言う民泊以

外でも、別荘を 1年とか 2年借りておいて、

自分が休暇の時にロングステイするという

事例も増えてきていますね。それによって

年間稼働もあがります。あとは宿舎とか生

活の拠点として使う事例も増えています。 

〇辻野：これもワーケーションというか、拠

点を移すと言う考え方をする、と相澤さん

はおっしゃっていましたね。同じことを若

月さんもおっしゃっていました。 

〇若月：はい。さきほど蔵王の別荘を見て驚

きました。ヨーロッパ人にも通用するよう

なクオリティの高さだと。恐らく日本の中

でも貸別荘、レンタルとしてはかなりクオ

リティが高いものですよね？ 

〇相澤：そうですね。私共が管理している別

荘自体が今 1000 棟くらいあって、1000 棟

が密集しているエリアなので、様々な手法

の建物があるんです。入口なんかもリモコ

ンで開閉するオートゲートの堅牢な入口の

中に入っていくというイメージなので、そ

の意味では一度来ると、リピーターになる

方が非常に多いです。 

〇若月：そうでしょうね。ヨーロッパの人が

ああいうものを知ると、そこで長期滞在し

たいなと思うと思います。ドイツ人なんか

は近くに森があるエリアというのは非常に

喜ぶんじゃないかと思います。 

〇相澤：水もきれいなんです。ただの川なん

ですけど、ただ川を見るだけでも特にヨー

ロッパの方はとても喜んでいらっしゃいま

す。 

〇辻野：あとメンテナンスのために福祉を

かけ合わせて雇用を生んでいるということ

も書かれていましたね。 

〇相澤：空き家の活用の仕方として宿泊施

設としての活用というのは、最後の方の取

り組みなんですけど、最初は地域の空き家

を福祉施設として再生する取り組みから始

めたんです。だから今はエリア内、自治体の

我々が存在するエリア内には当然介護老人

保健施設とか特別養護老人ホーム、あとは

グループホームなどをどんどん展開してい

って、そこに働く人が今 150 人から 200 人

くらいいるんですが、その人たちに今度は

空いている別荘、空き家を寮のように使っ

てもらって、そこに住んでもらいながら働

いてもらう。そういう枠組みを作ったとこ

ろ自治体からかつては外に働きに出ていた

人が、この自治体に戻ってきて、そこで住み

ながら結婚される事例とか働く事例という

のが非常に増えてきました。それでも活用

しきれなかったものを今、貸別荘などで活

用しているということでございます。 

〇辻野：うまくいっていますね。内田先生、

湯治の最大の魅力は、その場でお友達がで

きて、また来年その人たちに会いに来ると

いうこと。これが最大の観光資源ですね。 

〇内田：そうですね。私も最初に湯治場に行

った時に、毎年くるおじいさんたちと一緒

になったんですね。その人たちは時期を合

わせて来るというよりは、「3 月で 2 週間い

ればどこかで会う」と言っておられて、「ま

た今年も会いましたね」とやり取りされて

いました。最後にお別れの宴をしてお別れ

していくのですが、そこに来る人、あと宿の

人も含めて地域の人に会いに来るというこ

とがとても大きいのだと思います。資源と
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しての「人」ってとても大切だな、と。今日

お話をうかがっていても思いました。 

〇辻野：では、Part3 に移ります。日本でさ

らにロングステイを定着させていくにはど

うしたらいいかというご意見をいただきた

いと思います。若月さんいかがでしょう

か？ 

〇若月：ヨーロッパの休暇のトレンドだと

か各国の施設などを紹介して、皆さんのロ

ングステイの発展につながればと思います。

近年の傾向としましては、一番ロングステ

イ先で重要視されるのは安全なんです。ひ

とつには北アフリカだとかフランスでテロ

がありまして、観光客がかなり巻き込まれ

ていますので、ヨーロッパの人たちが今一

番大切にするのは安全だと言われています。

その中でも海や山、海岸線で夏を過ごすと

いうのが主流です。今写真が出ているのは

コートダジュール。アルプスでの滞在も非

常に人気があります。滞在先の紹介をさせ

ていただきます。フランスにはジットと呼

ばれる民宿があるんですけど、その民宿の

ひとつとしてシャンブルドットというのが

あります。これはどういったものかといい

ますと、シャンブルというのは部屋という

意味で、オーナーさんがいる部屋という意

味になります。オーナーさんが同じ建物あ

るいは近くに住んでいて、滞在者のケアを

する、あるいは最低朝食だけを提供する、そ

ういうシステムです。中には昔の館ですと

かそういったものもあります。今写真で出

ているのはプロバンスの街なんですが、こ

ういったところに 3 室あるいは 4 室。民宿

ではあるのですが、トイレやお風呂は別に

なっていて、小さなホテルのような雰囲気

です。こうした施設は長期滞在の宿泊先に

なるかと思います。 

ここのところコロナ禍もありまして、ヨ

ーロッパでも国内旅行が非常に注目を集め

ていることと、若い人たちを中心に巡礼が

流行っています。日本ですと巡礼というと

年寄りのイメージがあるかもしれませんが。

私も実は 7 年ほど巡礼地や宗教関係の取材

をしているものですから、巡礼者たちを取

材していますと、この 2、3 年急激に若い人

たちが巡礼しているというスタイルを見か

けます。 

フランスのこういったシャンブルドット

とは別に、イギリスですとファームステイ。

ベッド＆ブレックファストのファームステ

イがありまして、私なんかもイギリスに行

って朝食を食べますと、イギリスに来たな

と旅情を感じます。イギリスのファームス

テイは、非常にきれいなんです。7000 円、

8000 円から 1 万円くらいで、1 泊朝食付で

泊まれます。こういったものもヨーロッパ

の長期ステイを可能にしているひとつでは

ないかと思います。 

そのほか農家ステイというか、農業関係

ですとイタリアにアグリツーリズムという

のがありまして、こちらも非常に人気があ

ります。アグリツーリズムは農家に滞在す

ることもあるんですけど、農家なり農園な

りで作った農作物、あるいは加工食品など

をそこで料理してくれて食べられます。 

個人的には、イタリアの食が好きなもの

ですから、食を楽しみにわざわざアグリツ

ーリズムで宿泊するということもあります。

これは私だけではなくヨーロッパの多くの

人たちがアグリツーリズムを利用する目的

というのは地産地消の料理を食べることだ

と思います。地産地消ということになりま
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すと、北イタリアに「スローフーズ」という

現地の食べ物を推奨しながら地産地消のツ

ーリズムを発展させている組織もあります

けども、イタリアはこういったところが非

常に発達していると思います。 

また全体的に見ますと、ヨーロッパのテ

レビでドラマなんかを見ましても、休暇先

が舞台になっていることが多いです。クル

ーズであったり島での滞在だったり、そう

いうドラマが多いですね。もちろん情報番

組なんかも、日本で言う新日本紀行のよう

な番組が 1 日 2，3 本どころか 10 本以上あ

って、ヨーロッパ各地の情報を紹介してい

ます。 

さらにドイツだけをとりますと、ドイツ

のテレビ局では朝から晩までパッケージツ

アーの販売をしています。いわゆる通販の

テレビ局なんですけど旅行に特化したテレ

ビ局があって、パッケージツアーを販売す

るとともに 1 週間、2 週間単位のホテルの

バーゲンセールなんかもやっていまして、

そういったホテルに泊まりますと、1 週間に

2 回か 3 回は必ず夕方、ガイダンスがあり

まして、そこでその土地の紹介をしたり長

期滞在の問題を解決するガイダンスの時間

を設けたりしています。 

ヨーロッパの人たちを見て私が思うのは、

やはりロングステイというのは、人生を楽

しむ、人生を充実させる。豊かな人生を送

る、そしてロングライフを活性化させるた

めのサプリメントではないかと思います。 

〇内田：やはり温泉地滞在の魅力というの

は、そこの地域に来るという意味での魅力

づくりが必要なのかなと思います。それと

共に地域全体で人々の滞在を受け入れる仕

組み作りを早急に進めていく、温泉地全体

が一つの宿になっていく仕組みを作ってい

く、それぞれの地域に生活文化であったり、

そぞろ歩きを楽しめるものであったり、そ

ういうことが今盛んになってきています。 

最近は湯治場でも新しく共同スペースを

作ったり、キッチンを新しくしたりと、泊食

分離も含めて温泉地全体で滞在を楽しんで、

長く滞在できるような仕組み作りが今後は

必要なんじゃないかと思います。また、コロ

ナ禍でずいぶん状況が変わってきていると

ころもあるかと思います。例えば湯治場で

すと、高齢のお客様は減ってきていますが、

一方でコロナ禍で一人客が増加していて、

私が行った 11 月の終わりですと、3 割が一

人客という状況だったそうです。 

こういった中で、今まで来なかった世代、

さきほど五木田さんのお話にあったような

若い世代も少し増えているというお話もあ

りました。昔の湯治場というのはお客が 60

代、70 代、80 代なので、40 代でも若い人に

なってしまうんですけど、それだけではな

い 20 代、30 代も含めて食事を自由にして、

ワーケーションなど自分達でそのスペース

を使いながら暮らす、新しい姿というのが

でてきているのかなと思います。 

こうした中で、やはり安心、安全という意

味で、リピーターの存在が大きいのかなと

思います。先ほど相澤さんのお話にもあり

ましたように、リピーターとして何度も訪

れたくなるような場所、施設というところ

が、今後地域、施設が目指していく姿なのか

なと思っています。 

また個人的には交流ということを考えた

時に、先ほど若月さんのお話で地域の人が

教えていくという話がありましたが、交流

の場として、過去と現在、未来を考えた時
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に、場所と人とを共通性と多様性で結び付

けていくもの、そしてそこに何度も訪れて

くれるリピーター、こういうものが過去も

現在も未来も必要なんじゃないかと思いま

す。快適性というもの自体は時代に合わせ

て変化、進化していくことが必要ですけど

も、もしかしたら基本的な構造というもの

は変わらずにあるのではないかと思います。 

そうした意味で、最後にひとこと課題と

してお話したいのですが、やはり滞在生活

を支える仕組みの中でも、宿泊施設でどん

なに泊食分離を進めても、温泉街に飲食店

や小売店がなければ充実した滞在生活は過

ごせません。やはりここは地域全体でどう

取り組んでいくのかという点が必要だと思

います。そして持続可能な取り組み、滞在型

温泉地をはじめ、いろいろな所でやってい

ますが、なかなか持続可能な状況になって

おりません。先ほど相澤さんのお話を聞い

ていて、持続可能な取り組みというのはや

はり重要なんだと改めて思いました。 

最初に戻ってしますが、昔できていたこ

とがなぜ今できないのか。もちろん社会制

度もいろいろありますが、意識改革がとて

も大事なのかなと思います。若月さんがお

っしゃられていたように豊かな人生を送る、

そのひとつとしてロングステイがある、こ

ういう意識を広げていくことが重要なので

はと思います。今日皆さんのお話を聞きな

がら、改めてそうしたところを強く感じた

次第です。 

〇相澤：はい、先ほど資料の中にもありまし

たが、コロナ禍が 10 年先の未来を持ってき

たという標語があるのですが、我々のとこ

ろもその側面がすごく多くてですね。先ほ

ど若月先生の写真を見て、手前どもがやっ

ていることと似ているなと感じました。 

これはよく報道で使われる画像なんです

が、手前どもの宿泊施設でワーケーション

に取り組んでいる方の画像です。こんな風

にロングステイしながら仕事をされている

ということです。日本人はまだまだヨーロ

ッパの人と比べると仕事に対する捉え方や

社会の一員としての自覚が強い傾向がある

じゃないですか。だから私をはじめ「仕事を

休めない」という感覚の人が多いと思いま

す。私もほとんど休暇を取りませんし、仕事

が趣味みたいな人もたくさんおられるわけ

です。その中でコロナ禍がもってきた未来

というのは、テレワークとかワーケーショ

ンというのは、仕事とセットで休暇を楽し

むというところから入っていくことが、日

本人には親和性が高いのかなと思っている

んです。 

事実、私共の所に来られる方というのは、

休暇、バケーションが 2 割、3 割。残りの 7

割、8 割が仕事という人がすごく多いので、

これをどんどん作っていきたいと思ってい

るところです。あと食について、先ほど入口

の部分で旅館とかホテルの方と対立構造を

作りたくなかったので、泊と食を分離して

食を提供しないというニュアンスでお話を

しましたが、実は半分くらいはそうなので

すが、その後は我々の方で、宿泊者から要望

があれば食を提供するというメニューも用

意しています。その中には地域の飲食業の

方と連携して出張で料理していただいたり、

地域の農家さんに食材だけを届けていただ

くサービスをやったり、あとは宿泊してい

る方が 5 件、10 件合わさってディナーだけ

を楽しむということを、最少催行人数を設

けていわば 1 ヵ所に集まって食を提供した
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りするなど様々なことをやっています。

あとは地域の方をお招きして郷土料理を

教室形式で教えながらみんなで食べるとい

うことを滞在のコンテンツにしたり。様々

なことを進めていて、これがすごく高評価

をいただけているところです。この写真な

んかも干し柿を一緒に作って、できあがっ

たら送ってあげたり、ジビエ料理をコンテ

ンツにしたりとか。

このほか我々が作った農産物、正確にい

うとまちづくりを応援する専業農家さんの

組合というものを作っているのですが、そ

れが当初の予想よりも相当大きな組合にな

りまして、そこから提供される農産物を提

供したりですね。その農家さんに対して農

業体験として、その農家さんの繁忙期にコ

ンテンツとお手伝いをセットにして送りこ

んだりと、どんどん取り組みを発展させて

いっていますので、そういった意味ではう

まく回っている状況だろうと思います。で

すから他の地域でもコロナ禍によって大き

なパラダイムシフトが起きていますよね。

その中で地域のコンテンツを最大限に使

って、お金がないから箱モノを作るという

よりは、地域にあるものを活用して交流人

口を受け入れていく、あとは元々存在する

地域の伝統文化などと連携を図りつつ、そ

こに食べてもらったり、体験してもらった

り。様々なものをセットで提供していって

滞在日数を増やしていく。そのことによっ

て地域を活性化していくということを、私

は進めていきたいと思います。コロナ禍が

持ってきたパラダイムシフトというのはそ

ういったことではないかと思いながら、

日々の業務をしています。

〇五木田：私からも 3 点お伝えします。1 つ

目はファンになってもらうことってやっぱ

り大事だなということを皆さんのお話を聞

いていて思いました。旅行者側の視点とす

ると、なぜその地域に行くのか、なぜそこで

長期滞在するのかということがあるかと思

います。日本人はまだ長期滞在を頻度高く

できていないということもありますし、や

っぱり失敗したくないというのもあると思

いますし、自分の知っているところ、安心で

きるところ、愛着のあるところで長期滞在

していくのかなと感じています。

先ほどの内田先生の話で、人と会うとい

うことが長期滞在のポイントというお話が

何度も出ていましたが、そのような形で人

と会う、ファンになってもらうことが大事

なのかなと思っています。私共の調査の中

でも、「ファンになっている地域があります

か？」と聞いた時に、3 割くらいの方が「あ

る」と答えておりまして、「コロナ禍におい

てファンの観光地に対して何か行いました

か？」という質問では、半分くらいの方がな

にかアクションを行なったと答えています。

訪問した、物産品を購入した、ZOOM でミ

ーティングしたというのもありました。半

分くらいの方が何らかの形でその地域との

つながりを持ったということでした。そう

いったところでファンになってもらうとい

うこと、実際にその地域に来られた人との

接点の中で見つけていくことが非常に重要

かなと思っています。

2 点目は地域連携です。地域にある宝物同

士のマッチングということになると思いま

す。先ほどの私のプレゼンの中でも、滞在先

でいかに過ごすことができるかを重視して、

旅行先を選んでいるという話をさせていた

だきましたが、以前の観光というのは周遊
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型で、あちこち巡って目的地にたどり着い

たら満足！というのがあったかと思います。

これからは、あそこに行きたいというより

は、そこで何をしたいと体験を重視する傾

向があると考えています。そういった明確

な目的を持って訪問地を厳選する旅が増え

ている流れからすると長期滞在の需要が増

えてくるかなと思っております。 

そう考えますと、さきほど相澤さんのお

話では、様々な取り組みをされていて、まさ

にその話の通りなんですけど、地域で取り

組む、地域で連携してその中で消費を生ん

でいく、それぞれの地域の方の得意分野を

マッチングしていく、まさに相澤さんのよ

うな存在の方がいる地域は、長期滞在の仕

組みができるのだろうなと感じました。 

もうひとつ、今までに出ていない概念な

のですが、レスポンシブルツーリズム、責任

ある観光という言葉を最近耳にすることが

多いと思います。観光はその地域の資源を

一時的に利用する行為ですので、地域の方

との交流も当然発生してきます。その中で

住民の方が安心して観光客を受け入れるた

めには、どんな方を望んでいるか、こういう

人には来てほしくないということも含めて

だと思いますが、こういった行動をとって

ほしいという具体的なところや地域でこう

いう取り組みをしているんです、という姿

勢を示していくこと、長く滞在していただ

く地域であるだけに、その部分というのは、

長期滞在に取り組みたいと考える地域にと

って、大事な取り組みになるのではと思い

ます。 

〇辻野：ありがとうございました。五木田さ

んとの打ち合わせの時にも出たのですが、

長く滞在して地域の魅力を深く知るという

ことが大切とおっしゃっていましたよね。

そのためにはガイドさんの力が非常に大き

くなってきています。かつて屋久島の白谷

雲水峡って 30 分しか説明しなかったんで

すけど、今は 8 時間説明するんですよね。

そのためにはガイドさんの力が出てくるん

ですよね。それからもう一つ挙げるなら、10

人の人が 1 泊するより 1 人の人が 10 泊して

もらった方が今のウィズ・コロナの状況に

合っていますよね。密が減るわけですから。

そこらへんの提案もありましたね。 

ではまとめです。皆さんがおっしゃった

ことですが、かつてロングステイというの

は年配の方のものだったと思います。です

が、内田先生がおっしゃるように一人の人

もいるし、若い人もいるという風に変わっ

てきています。パラダイムシフトが起こっ

ているので、この変化がロングステイにと

って結構追い風になるのではないかと感じ

ました。これが本日のまとめでございます。

ということでパネルディスカッションを終

わりたいと思います。本日はありがとうご

ざいました。 
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海外ロングステイ経験による意識と行動の変化 

―ロングステイ経験者へのインタビュー調査― 

Interviews with people who have experienced long stays abroad 

小山知子＊、寺井融＊＊ 

KOYAMA, Tomoko, TERAI, Toru  

本研究では海外ロングステイ経験が日々の意識と行動にどのような変化や影響を与えるかを明らかにするた

めに、ロングステイ経験者にインタビュー調査を行った。得られた発話データを Super（1980）が提唱する「ラ

イフ・ロール」の観点から分析した。その結果、日本と滞在国との架け橋になるという役割を担う意識が高ま

り、語学などの知識を増やし、多くの友人を得て、夫婦円満に過ごすなど、充実したロングステイを送ってい

たことが明らかになった。長きにわたる人生において、時には生活に張りが感じられない、夫婦間の意思疎通

がうまくいかないという時期を過ごすこともあるだろう。本研究の結果から、限定的ではあるが、海外ロング

ステイを実現しながら、人生における多様な役割の意味を捉え直すことも可能であることが示唆された。 

キーワード：海外ロングステイ、人生における役割、ライフ・ロール 

１． 研究の目的 

JTB総合研究所（2023）が実施した男女6,441名に対する調

査によると、今後約1年以内海外旅行を「予定・検討してい

る人」は、全体の 13.1％と前回よりも 1.9ポイント増加した。

最も高い伸び率を示したのが、男性 30代、次いで男性 40代、

女性 60 歳以上となっている。この結果から、海外出張が戻

りつつあること、コロナ禍で海外旅行に消極的だったシニ

ア女性の意向が上昇していることが読み取れる。 

現実に目を向けると、国内航空 11社の 2022年度年末年始

の国内線旅客数は、292万 343人と前年度 10％の増加、ANA

と JAL の合計は、コロナ禍前の 84％の水準まで戻った。国

際線においては、東南アジア線との乗り継ぎ客が多い北米

路線で 8～9 割まで回復した（日本経済新聞, 2023）。今後、

人々の多くは、余暇、学習に費やす時間を充実させていき

たいという意識が高まるのではないだろうか。こうした背

景からも生活全般の充実を図るために、海外ロングステイ

を検討・実現したいと考えている人は、一定数存在するも

のと考えられる。 

余暇という観点から見ると、日本とは異なる文化、言語、

価値観に直面することのできる海外ロングステイは、現地

でどのように過ごすか自問自答しながら、日々の生活をア

レンジすることのできる絶好の機会ではないだろうか。日

本にいれば、労働者、地域社会の一員としての役割を有し、

人とのつながりも絶えなかったものが、ひとたび海外ロン

グステイに身を投じれば、現地での役割も時間も自分自身

を基準に設計することが可能である。一方、現地では信頼

性の高い情報が得られず、思っているように事が進まない

ことも予想される。また不慮の事故、体調不良により、現

地の医療機関にかかる可能性もある。 

そこで本研究では、海外ロングステイを経験することに

より、日々の意識と行動にどのような変化があったのか、

ロングステーヤーにインタビュー調査を行い、より充実し

たステイの実現の要因を探索的に検討することを目的とす

る。 

２． 人生における役割に関する研究 

 医療の進展により、人の寿命が延び、人生 100年という時

代も現実味を帯びている現代において、状況に応じて複数

の役割を統合し、柔軟にキャリアを形成してことが重要で

あると考えられる。 

Super（1980）は、「ライフ・ロール」という考え方を提唱

している。多くの人は「子ども」「学生」「職業人」「配偶者」

「家庭人」「親」「余暇を楽しむ人」「市民」も 8 つの役割や

立場を担う可能性を有し、各世代で複数の役割を担いなが

＊川村学園女子大学 ＊＊NPO法人アジア母子福祉協会 
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ら、キャリアが発達していくと述べている。つまり、限ら

れた時間の中で、それぞれの役割にどれだけの時間を投資

するか考え、全体がうまく回っていくようにバランスを取

ることが求められる。Super（1980）が提唱している8つのラ

イフ・ロールについて、詳細を表 1に表す。 

３． 調査対象者と質問内容 

2022 年 8 月～9 月にかけて、学校を卒業し、「学生」から

「職業人」に移行、そして「配偶者」「家庭人」「親」「余暇

を楽しむ人」「市民」の役割を担いつつ、過去に海外ロング

ステイを経験した Aさん（男性 70代）と Bさん（女性 60

代）を調査対象者として選定した。現在は2名とも「子ども」

「職業人」の役割がなくなり、「親」の役割は減退している。 

以下は 2名の略歴である。 

＜Aさんの経歴＞ 

ホテル勤務、輸入国内販売の営業職を経て、定年退職。

その後、1 年のうち数カ月を海外で、残りを日本で暮らす生

活を送る。これまで夫婦でタイやニュージーランドなど5カ

国に滞在した。2023年 1月中旬より、1か月ほど夫婦でタイ

（チェンマイ）にロングステイしている。 

＜Bさんの経歴＞ 

52 歳の時に海外ロングステイを考えはじめ、夫と現地を

視察。長年にわたり、職業人としての役割を担っていたが、

57歳の時に早期退職し、年間 10か月をチェンマイ、残りを

日本で過ごすようになる。2023年 1月中旬より、2か月間、

夫婦でタイ（チェンマイ）にロングステイしている。 

2人に半構造化面接を実施し、面接時間は一人約60分であ

った。事前に許可を得たうえで発話内容を録音し、後日逐

語録を作成した。質問項目は次のとおりである。 

（1）海外ロングステイ経験を通じて得たものは何だと感じ

ているか（人的ネットワーク、スキル、学習など） 

（2）海外ロングステイ中に困ったこと、遭遇したトラブル

はどのようなものだったのか（病気・入院を含む） 

（3）（1）と（2）は、日々の意識と行動にどのような影響

を及ぼしたと感じているか、であった。 

４． 分析方法と結果 

（1）分析方法 

 2名の語りをSuper（1980）のライフ・ロールのうち、現在

担っていると考えられる「学生」「配偶者」「市民」の役割

と海外ロングステイ経験とを関連させながら、分類した。 

（2）分析結果 

「学生」としての意識と行動 

 学ぶ立場の人として、英語、タイ語の習得、タイ古式マ

ッサージの資格取得が挙がった。「学生」として学習意識を

持ち、行動したと捉えられる発話部分を波線で示す。 

A:現地の人たちと交流したり、リアル英会話を上達させる

ために 4人一部屋のB＆Bやホームステイをしましたね。 

これは一人でステイしていた頃のことですけどね。妻が一

緒に行くようになってからはそうはいかなくなりました。

あとはデジタル社会に対応できるようになったこと。オー

ストラリアのケアンズでステイ中、フランス人の 30 代前半

のグループのメンバーから Facebook っていうのがあると教

わりました。メッセンジャーでやり取りしたらどうですか

って言われて。それからだんだんSNSが使えるようになって

いって…。Facebookに写真をアップしてコメントをもらうの

が楽しい！バンコクでは、面白そうだな、ちょうどいい機

会だなと思って、タイ古式マッサージの資格を取りました。 

B:どうしてもタイ語で現地の人と話をしたかったので、タ

イ語の教室に通って勉強して、タイ語のスキルを培いまし

た。ジムにも通って体力維持しながら、タイ古式マッサー

ジの資格も取りましたね。日本に帰った時、誰かにやって

あげたら喜んでもらえるかなって思って…。 

 2 名の語りから、渡航先で暮らすために必要な語学力を身

につけ、積極的に現地の人たちや宿泊先で一緒になった人

たちと交流を図っていたことが確認された。こうした交流、

新たな人との出会いが SNS の活用方法の習得やタ古式マッ

サージの資格取得に興味、関心を持ち、挑戦することにつ

ながったものと考えられる。 

「配偶者」としての意識と行動 

 「配偶者」の立場の人として、ステイ中は配偶者ととも

に行動しようとする意識を有していたことが見出された。

夫、妻の「配偶者」として意識、行動したと捉えられる発

表１　8つのライフ・ロール

役割

子ども

学生 学ぶ立場の役割

職業人

配偶者

家庭人

親 子どもを持った時から始まる役割

余暇を楽しむ人 趣味、スポーツなど余暇を楽しむ人の役割

市民 地域社会のボランティアなどを行う立場の役割

内容

親との関係における子供の役割

仕事をする立場の役割

結婚後の夫、妻の役割

世帯を持ってから始まる役割
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話部分を波線で示す。 

A:妻は年下で、私が海外ロングステイを始めた頃は仕事を

持っていたので、最初の2年半は一人でロングステイをして

いました。（私が）タイで倒れて緊急入院、手術したときに

は心配して駆けつけてくれましたね。妻が退職した後は、

一緒にロングステイしていますが、「今日はどこに買い物に

出かけようか」とか「今日は〇〇さんを誘って食事しよう」

って相談したりして過ごすことが多かったです。ロングス

テイをしているからこそ、（夫婦が）仲良くいられるってい

うのはあると思いますね。 

B:私は 57歳で早期退職してから、年間 10か月はチェンマイ

に一人で住んでいて、主人は 2～3 か月、日光浴をしに来る

っていう感じで過ごしています。チェンマイでは夫婦ぐる

みでつき合えることが楽しい。夫婦の趣味が違っても、ほ

かの人とご飯を食べるときは夫婦で一緒とか、そういう感

じで（夫婦が）別々にならないんです。日本だと主人が友

達と喫茶店に行くとしても、私がそこについていくことは

まずない。（ステイ先では）夫婦でペアになって行動する、

そういうのが日本ではなかなかできない経験だなって思い

ます。 

 2 名の語りから、日本ではお互いの友人を交え、食事をす

ることもほとんどなかったが、ステイ先ではあらゆる場面

で行動を共にし、友人を交えて食事をしていた。このこと

から、海外ロングステイ中は「配偶者」としての意識をよ

り強く持ち、相手のことを想って行動していたと考えられ

る。 

「市民」としての意識と行動 

 市民として、現地の人たち、あるいはステイ先で知り合

った友達との交流を通じ、自分は日本人の代表であるとの

意識を持ち、行動していたことが確認された。「市民」とし

て意識、行動したと捉えられる発話部分を波線で示す。 

A:Facebook には、100 人くらい、海外ロングステイで友達に

なった人がいるんです。そんな私は「親善大使」っていう

んですか、そういう立場にいるなと思うことがよくありま

す。スイス人の家族4人が日本に来た時には、明治神宮を案

内して、非常に喜んでくれました。それ以外にもスイスか

らはジブリのチケットが取れない、予約してくれないかと

言われて、お手伝いしたり…。彼らから見たら、ミスターA

が日本とのつながりなんですね。あの人たちから見たら、

私は日本の唯一の代表者って言うか。だから、非常にそう

いう面ではやりがいがあるっていうか、印象を悪くしては

いけないなってことで、日本代表のつもりで一生懸命努力

していますね。 

B：（コロナ禍の前までは）チェンマイ・ロングステイ・ラ

イフという会に属して、広報誌を作成していました。日本

総領事館とも交流があって、いろんな話が聴けました。日

本語科の学生さんにはお茶や書道の指導、浴衣の着付けと

か、日本文化の紹介をして、忙しくて楽しい時間を過ごし

ていました。こうした現地の人への貢献と、これからロン

グステイを考えている日本人たちに対しては、国と国の架

け橋という部分でタイの情報や気をつけるべき慣習を伝え

ていましたね。短期でロングステイに見える方は、そうい

う情報をすごく楽しみにしているし、私たちは情報を流す

ことも楽しいし、持ちつ持たれつの関係を楽しめたって感

じですね。 

 A さんはコロナ禍において、日本に居ながら日本を代表

する市民として、海外在住の友人に必要な情報を提供し、

来日時には案内をしていたことが確認された。Bさんは、現

地の同好会に所属し、タイ人には日本文化や慣習を、日本

人に対してはタイでのロングステイ情報を伝える役割を担

っていたことが見出された。2 名とも自身が日本人であると

の意識を強く持ち、海外の人々、これから海外ロングステ

イをしようと考えている日本人と接していたと考えられる。

具体的には、海外の人々に日本の良さ、魅力を伝える役割

意識とステイしたときに戸惑うことがないよう、日本ある

いはステイ先の国に関する正確な情報を伝え、双方の国、

地域に対して貢献したいという意識を持ち、行動していた

のではないかと考える。 

５． おわりに 

 本研究では海外ロングステイを経験することにより、

日々の意識と行動にどのような変化があったのか、Super

（1980）のライフ・ロールの観点から発話データを分析し、

考察した。 

その結果、海外ロングステイ中に「学生」「配偶者」「市

民」の役割を担っていたことが見出された。特に「市民」

として、国と国とをつなぐ架け橋の日本人という意識を強

く持って行動し、それが「学生」として語学を習得するこ

と、「配偶者」として夫婦で行動をともにすることにつなが

った可能性がある。本研究で取り上げた3つの役割は、結婚

し、配偶者が健在な人であれば、年齢に関係なく担うこと

ができるものである。2 名の語りから、海外ロングステイを

機に「学生」「配偶者」「市民」としての役割意識が高まり、

知識を増やし、いろいろな国の友人を得て、夫婦円満に過

ごすなど、充実したロングステイを送っていたことが明ら
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かになった。長きにわたる人生において、時には生活に張

りが感じられない、夫婦がともに行動する機会があまりな

く淋しい、という時期を過ごすこともあるだろう。本研究

の結果から、限定的ではあるが、海外ロングステイを実現

しながら、3 つの役割を捉え直すことも可能であることが示

唆された。 

また、コロナ禍以前までは、海外ロングステイというと

リタイア後の選択肢の一つとして検討する人が多かったと

思われる。しかし、ICT の進化に伴い、インターネットとパ

ソコン、スマートフォンがあれば、働く場所や時間に捉わ

れない新しいワークスタイル（テレワーク）が可能になっ

た。コロナ禍に加え、働き方改革も影響し、テレワークが

企業の制度として整備された職場も少なくないだろう。柔

軟な働き方が浸透されつつある状況について、ロングステ

イ財団（2019）は、「現役で仕事をしている人たちも長期滞

在型ロングステイを楽しむことができる時代になったこと

を意味する」と述べている。海外で長期滞在型ロングステ

イを実現するためには、効率的に高い品質の業務を行うこ

とのできる快適な環境、高速インターネットの整備が必須

だが、すでにタイのチェンマイにはいたるところにその条

件を備えたコワーキングスペースがあるという。こうした

観点から、ロングステイ財団（2019）が提唱しているワ―ケ

ーション・ロングステイを実現することができるなら、「職

業人」としての役割も捉え直すことにつながるのではない

だろうか。 

  以上のことから、海外ロングステイは、「余暇を楽しむ人」

という役割はもちろんのこと、「学生」「配偶者」「市民」と

いった多様な役割を担い、充実した人生を過ごすための機

会であると考えられる。 
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温浴施設併設宿泊施設のヘルスツーリズム活用に関する考察 

―都市部の温浴施設併設型宿泊施設のヘルスツーリズム活用に関する研究会― 

A Study on the Utilization of Health Tourism in Accommodation Facilities with Hot Bath 

倉田大輔＊、溝尾朗＊＊ 

KURATA, Daisuke, MIZOO, Akira 

豊富な温泉資源や湯治文化を持つ日本は長期滞在型ヘルスツーリズムに最適である。一方、長期休暇取得の

難しさや温泉地への交通アクセスの問題もある。近年、大浴場を併設した宿泊施設が増加し、地方都市への長

期出張等にも活用されている。温浴施設併設型宿泊施設に滞在し、食事法や運動法等も取り入れることで、従

来よりも気軽にヘルスツーリズムを味わうことが出来る。「都市部の温浴施設併設型宿泊施設のヘルスツーリズ

ム活用に関する研究会・分科会」の研究テーマとして、対象となり得るホテルを実際に訪問し、調査研究を行

う。得られた知見は長期滞在型ヘルスツーリズムや地域経済活性化への活用に繋げる。 

キーワード：ヘルスツーリズム、メディカルツーリズム、温泉、湯治、ホテル、旅館、温浴施設併

設宿泊施設 

1.「ヘルスツーリズム」について 

(1)日本におけるヘルスツーリズム 

日本において「ヘルスツーリズム」は特定非営利

活動法人日本ヘルスツーリズム振興機構が「健康・未

病・病気の方、または老人・成人から子どもまで全て

の人々に対し、科学的根拠に基づく健康増進を理念に、

旅をきっかけに健康増進・維持・回復・疾病予防に寄

与するもの」と定義している。経済産業省は 2018 年

にヘルスツーリズム認証制度を開始した。 

「メディカルツーリズム」は、「国際医療観光」と

も呼称され、「主に外国人旅行者向け医療」で、「ヘル

スツーリズムは日本人観光客向け」と日本国内では位

置付けられている。 

日本の「ヘルスツーリズム」は平成 22 年政府（民

主党政権）の「新成長戦略」閣議決定がきっかけであ

った。その後「日本再興戦略～JAPAN IS BACK～」が

平成 24 年策定。わが国の喫緊の最重要課題として

「持続可能な社会保障制度の確立」がある。急速な少

子高齢化の結果、我が国の社会保障制度は破綻する危

機に直面しているといわれている。「日本再興戦略」

では、「日本はいずれ世界の国々が直面することとな

る少子高齢化、資源・エネルギー問題などに真っ先に

取り組まざるを得ない”課題先進国”の立場に置かれて

おり、世界に先駆けてこれらの課題を解決することが

出来れば、新たな成長分野で一躍世界のトップに躍り

出るチャンスを前にしているということでもある」と

記され、3 つのアクションプラン「日本産業再興プラ

ン」、「戦略市場創造プラン」、「国際展開戦略」が提示

されている。「戦略市場創造プラン」では、国民の健

康寿命を延伸し、「2030 年には、予防サービスの充実

等により、国民の医療・介護需要の増大を出来る限り

抑える」と記されている。そのためには、日本の産業

再生の柱の１つとして、健康長寿産業を創り、育てる

ことにより、「健康増進・予防、生活支援関連産業の

市場規模を 2020年に 10兆円（現在 4兆円）」に拡大す

るとうたっている。「新日本再興戦略 改訂版（2014

年）」より。 

(2)海外におけるヘルスツーリズム 

国策として力を入れているタイなどにおける「ヘ

ルスツーリズム」は「メディカルツーリズム:外科手

術をはじめ疾病治療や健康診断・人間ドック」とほぼ

同義で、スパやエステを含めた健康美容増進、自然環

境に旅をするグリーンツーリズム・スポーツツーリズ

ムなどと共に「ニューツーリズム」と捉えられている。 

＊池袋さくらクリニック ＊＊患者目線のクリニック虎ノ門 
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(3)我が国におけるヘルスツーリズム先行研究と課題 

「ヘルスツーリズム」には、ヘルスケアサービス

として「旅の喜びを通じ幅広い層にアプローチする、

健康への気づきの付与」、観光サービスとして「地域

の観光資源を活用した、魅力的な商品開発による、観

光地・温泉地等の地域振興」の両者が期待されている。

温泉入浴や自然散策を組合わせた 

先行研究においても「副交感神経優位の増加、メ

ンタルヘルス面でのリラックスに対する正の行動変容」

など「ヘルスツーリズム」の効果が示されている。 

一方、健康科学面と旅行サービス面の側面から課

題がある。健康科学面としては「ヘルスツーリズムが

何をもって健康なのかという点」である。先行研究等

によれば「ストレス軽減や癒し」に効果があるとされ

るが、旅行行為には非日常性・転地効果など様々な要

因や多因子で構成されている為、健康の科学的根拠を

実証することに困難が伴う。旅行サービス面として、

観光・旅行は「楽しさ」が求められる。「ヘルスツー

リズム」の健康効果実証を行う旅は「自由な旅ではな

く、既定プログラムを提供する旅」となり、旅の楽し

み感は低下しやすいと言える。 

2．温泉をヘルスツーリズムに活用する際の課題 

(1）温泉と「ヘルスツーリズム」 

日本は「温泉地数 2,934、源泉総数 27,970（令和 2

年）」を擁する温泉大国である。温泉の起源は、諸説

あるが、動物（白鷺,鹿,熊など）が傷や病を治す為に

浸かっていたのを人間が見つけたことに由来すると考

えられる。 

日本では日本三大古湯「道後温泉（愛媛県）、有馬

温泉（兵庫県）、白浜温泉（和歌山県）」はじめ、開湯

伝説は神話の時代から続く温泉地も多い。「武田信玄

や真田信繁の隠し湯」など傷や病の癒しとしても温泉

が活用され、温泉地に長期滞在する「湯治」が江戸時

代頃には一般大衆にも健康増進及び娯楽として人気で

あった。日本は古来から温泉と「ヘルスツーリズム」

が密接に活用してきた歴史がある。 

世界における「ヘルスツーリズム」は、欧米では

17 世紀頃からの海浜地や山間地での保養が行われて

きた。「西洋医学」だけでなく、「鍼灸、指圧、気功、

インド医学、ハーブ療法、アロマセラピー、食事療法、

精神・心理療法、温泉療法」などの代替医療も対象と

なるが、必ずしも温泉入浴が必須ではない。 

(2)温泉効果と科学的根拠 

温泉の医学的作用は「物理作用、化学作用、総合

的生体調整作用」に分類される。 

物理作用は温熱、静水圧、浮力、粘性作用がある

が、中でも温熱効果は血管拡張作用、代謝促進作用な

どを介して発現される。温熱作用と血管拡張作用によ

って、全身の血液循環が良くなり、疼痛緩和に効果を

発揮する。化学作用は前述の温熱効果に加え、温泉中

の溶存物質が皮膚を通して吸収され血管を拡張し、血

液循環を改善させることで、血圧の低下をもたらす。

総合的生体調整作用は、自然環境などの総合的作用、

日常生活で乱れた自律神経系、内分泌系、免疫系を本

来の生体リズムに整える作用である。 

温泉そのものの作用（成分や温度など）、温泉周囲

の自然環境などの環境因子が複合的に組み合わさるこ

とで人体に有用な効果を現わすと考えられる。 

例えば血圧降下剤などが存在しない時代においては、

高血圧治療にも有用であったと推測される。しかしな

がら、現代において内服薬を一切用いず、温泉のみを

治療法とすることは非現実的である。疾病治療として

温泉入浴単独効果の科学的根拠を明らかにすることは

難しい側面もある。 

(3)休暇取得の問題 

大手総合旅行ブランドエクスペディアによる世界

16地域 1万 4544人を対象とした「2021年有給休暇の

国際比較調査」によれば、日本で働く人の有給休暇取

得日数は12日であり、ドイツ28日、フランス25日、

英国 21日と比較すると、2019年 4月から有給休暇取

得が義務化されたものの、実際の取得日数は各国に比

べるとはるかに少ない。 

湯治は少なくとも 1週間以上温泉地に滞在し療養を

行うものであるが、現代日本においては休暇取得の面

からも難しい側面がある。 

(4)費用の問題 

日本には、玉川温泉（秋田県）、鳴子温泉（宮城県）、

三朝温泉（鳥取県）はじめ本格的な湯治場が数多く存

在する。基本的に短期滞在客を対象としておらず、

「自炊が基本、客室設備も質素」が一般的である。1

泊素泊まり 5,000 円程度と一般的な温泉旅館滞在に比

較すれば安価であるものの、7 日間以上の滞在で宿泊

代に更に自炊調理食材費用を加えると、費用は必ずし
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も安価ではない。 

(5)既存温泉旅館の素泊まりを活用する際の課題 

 2019年温泉宿泊施設は全国で 13,050施設ある。昨今

は、1泊2食付きではなく、素泊まりプラン（1泊朝食

のみ,夕食無し）を導入し比較的安価に滞在出来る宿

もある。単身者やビジネス利用として、より安価に温

泉滞在出来る一方、温泉施設周囲に飲食店が無い・営

業時間が短い店舗が多く食事に難渋することもある。

1 泊か 2 泊程度であれば問題ないかもしれないが、一

般的に交通手段の限られる温泉地で自家用車など自前

の交通手段がない場合、長期滞在の障壁ともなり得る。 

3．温浴施設併設宿泊施設のヘルツツーリズムへの活 

用 

(1)温浴施設併設宿泊施設について 

 現在、日本各地には温浴施設（非温泉を含む）を併

設するホテルが増加している。代表的な全国展開ホテ

ルグループ「ホテルルートイン（ルートインホテルズ）

331 施設、アパホテル（アパグループ）695 施設、ス

ーパーホテル（株式会社スーパーホテル）171 施設、

ドーミーイン（株式会社共立メンテナンス）88 施設」

などは、大浴場併設していることが多い。 

宿泊施設としては所謂ビジネスホテルであるが、

大浴場があることを施設選択の決め手とする人もいる。 

さらに旅館業法上の簡易宿泊所「カプセルホテル」は

カプセル状簡易ベッドを備えるが、客室の構造上、浴

槽・シャワーが無い代わりに、館内に大浴場を併設す

ることが一般的である。「カプセルホテル」は男性向

けの印象が強いが、女性専用フロアの設置、化粧品等

アメニティの充実、無料の飲み物や食事を提供する施

設もある。 

(2)温泉か非温泉であるかという点 

 医学的に効能を持つと考えられる温泉を「療養泉」

と呼ぶ。 

泉質により効能は様々であるが、温泉の物理作

用・化学作用・総合的生体調整作用が「疲労回復・ス

トレス解消,リハビリ,神経症,うつ病,自律神経失調症,

高血圧,糖尿病,胃炎,皮膚炎,関節症,腰痛」に効果を発

揮すると考えられる。 

温浴施設併設宿泊施設における浴場は温泉でない

ことがあり温泉の 3つの医学的作用のうち化学作用は

有さないが、「物理作用・総合的生体調整作用」は有

しており、健康増進に活用出来ると考えられる。 

温泉の効能<療養泉の適応症>の一部 

1,単純泉:自律神経失調症,不眠症,うつ状態 

2,塩化物泉:切り傷,リウマチ,冷え性,うつ状態 

3,炭酸水素塩泉:切り傷,冷え性 

4,硫黄塩泉:切り傷,冷え性,うつ状態 

5, 硫黄塩泉:切り傷,冷え性,うつ状態 

6,含鉄泉:飲泉で鉄欠乏性貧血 

7,酸性泉:アトピー性皮膚炎,糖尿病 

8,含ヨウ素泉：飲泉⇒高コレステロール血症 

9,硫黄泉:アトピー性皮膚炎,関節症,関節リウマチ 

出典：あんしん・あんぜんな温泉利用のいろは（環境

省,平成 26 年）』、『温泉と健康/阿岸祐幸 岩波

新書』より作成 

（3）ホテルグランバッハについて 

ホテルグランバッハ（株式会社グリーンホスピタ

リティマネジメント）は「とんかつ新宿さぼてん」を

はじめとする外食レストラン、官公庁や企業内食堂運

営や配食サービス等を行う株式会社グリーンハウスの

100%子会社である。自社ブランドとして4ホテル「グ

ランバッハ京都セレクト（大浴場有）、グランバッハ

仙台（大浴場有）、グランバッハ熱海クレッシェンド

（温泉）、グランバッハ東京銀座（大浴場無）」を運営

している。京都・仙台・銀座の 3ホテルは、結婚式場

（宴会場）を併設しないため宿泊施設としてはシティ

ホテルではないが、高級ビジネスホテルに分類される。 

親会社が食と健康事業を行っており多数の管理栄

養士を擁し、ホテル併設レストランメニューの作成に

も管理栄養士が関与していることから、ヘルスツーリ

ズムプログラムを造成する素地がある。  

 筆者は「グランバッハ京都セレクト」を実際に訪問

し、「ヘルスツーリズム」への活用方法を考察した。 

「グランバッハ京都セレクト」 

「阪急京都線河原町駅、阪急京都線烏丸駅、地下

鉄烏丸線四条駅」が最寄り駅、四条通に面し、館内に

はホテル名にも冠される「音楽家バッハ」の曲が流れ

ている。客室内 TVでクラシックソムリエ田中奏氏が

選んだバッハの楽曲を聞くことも出来る。 
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宿泊者専用レストランでは夕食の提供はないが、朝食

メニューとして京都のおばんざいを中心とした「和

食」、アフタヌーンティ風に三段の器に盛りつけられ

た「洋食」を選べ、栄養面にも考慮がなされている。

館内の宿泊客専用大浴場は温泉ではないが、ミストサ

ウナ（男性）・バイブラバス（女性）を完備する。 

コロナ禍の影響もあり、実際の宿泊客へのインタ

ビューやアンケートなど聞き取り調査を行なえていな

いが、「グランバッハ京都セレクト」にヘルスツーリ

ズムプログラムを導入する方法を検討する。 

a)運動や身体活動プログラムの導入 

祇園や八坂神社界隈まで徒歩 20 分程度で散歩に最適

な立地であり、京都観光の楽しみや学びを提供するこ

とが出来る。 

b)食事メニュー 

朝食のみの提供であるが、（ダイエットや美容など健

康増進）メニューや近隣レストランと協同で目的に合

わせた「ホテル専用オリジナル夕食」等を開発する。

近隣施設を活用することで、地域振興に繋げることが

出来る。 

c)大浴場の活用 

 上記 a及び bを行ない、入浴による健康増進効果を

期待することが出来る。 

 温浴施設併設宿泊施設の協力を得ることで様々なメ

ニューやプログラム造成をする可能性を持っている。 

4．まとめ 

 日本における「ヘルスツーリズム」の現状、温泉を

「ヘルスツーリズム」に活用する際の課題、温浴施設

併設宿泊施設を活用するヘルスツーリズムについて調

査した。「ヘルスツーリズム」は健康面で対象者の健

康増進や幸福感など身体及び精神面に寄与し、メンタ

ルヘルス対策として活用できる可能性を持つ。さらに

旅行面で地域振興や関連企業の発展に寄与する可能性

を持つ。引き続き、調査研究を行うと共に、具体的な

活用方法を検討していきたい。 

謝辞：本研究はロングステイ観光学会研究分科会の

助成を受けて行われた。また調査においては、ロング

ステイ財団に多大なるご協力をいただいた。記して謝

意を表したい。 
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アルメニア（コーカサス地域）における

ロングステイ観光の可能性について
The possibility of long-term tourism in the Caucasus Region of Armenia 

池田寿美子＊、アヴァキャン・マリア＊＊

IKEDA Sumiko,  AVAKYAN Maria 

現在、日本では、価値観の多様化により雇用形態も含めたライフスタイルの多様化が顕著である。

観光の形態も多様化し、今後、個人やグループがロングステイ観光に求める内容やその目的も多元化

する中、滞在目的や滞在地についても個人の関心によって細分化、専門化の傾向がみられる。2020 年

に発生し世界中で猛威を振るった新型コロナ感染症による移動規制が緩和される中、ロングステイ

観光に関心を旅行者への情報提供のために、邦人のロングステイ観光の対象を開拓する必要がある。

そのためには、邦人の長期観光滞在地となるような潜在的可能性を有する国（地域）に関する研究を

拡大し、ロングステイ観光の目的地の選択の幅を広げる必要もある。従来から、日本人の長期滞在先

は、米国、中国、タイなどが中心であり、外務省の統計を見ても、数年間の間に大きな変化はない。

しかし、これらの従来から日本人が長期滞在を行うためのインフラが整っている滞在先以外にも、近

年の世界各国の観光開発及び IT 及び IOT 技術の発展の発展により、邦人がロングステイ観光の目的

地として選択できる都市は確実に増加している。本報告では、各種分野においてその事業を観光に結

び付けて国の経済発展を目指しているコーカサス諸国の一国、アルメニアを調査の対象国とし、アル

メニで邦人が長期滞在をする際に必要となる生活インフラを中心とした実地調査報告である。

キーワード：観光、長期滞在、ロングステイ、コーカサス アルメニア

１．基本情報 

 アルメニアはコーカサス山脈の南側に位置し、四方

を北はジョージア、東はアゼルバイジャン、南はイラ

ン、西はトルコと国境を接する内陸国である。面積は、

2 万 9,800 平方キロメートルで日本の約 13 分の 1 であ

り、人口は 300 万人である（2021 年：国連人口基金）。

国民の９８％は、民族的アルメニア人である。紀元前

に古代王国が成立し、３０１年に世界で初めてキリス

ト教を国教化した国であり、キリスト教の世界観が、

暮らしの中に根付いている。旧ソ連邦を構成した共和

国の１つであり、1991 年の独立以降は CIS に加盟、

1992 年には、ロシアを中心とする 旧ソ連邦構成国６

カ国からなる軍事同盟「集団安全保証機構（CSTO）」

に加盟している。現在でもロシアとの結びつきの強い

国であり、アルメニア語の他にロシア語も広く通じる。

ソ連邦からの独立後は、欧米との関係も強化しており、

英語の普及率も高くなっている（１）。また、親日感情の

高い国であり、国内にある日本語教育を行う大学、語

学センターで日本語や日本文化の講義も行われている。 

* ロシア語通訳協会会員・通訳案内士（ロシア語・英語）） **ロシア・アルメニア（スラブ）大学

（１）気候・風土 

内陸国であり、気候は大陸性気候で乾燥している。

湿度が低く、気候的に夏は過ごしやすい。首都エレバ

ンの平均気温は 11.8 度、年降水量は 277mm、冬季の最

低気温は－6度、夏季の最高温度は33度となっている。

大陸性気候のため、冬季と夏季の寒暖差が大きい。国

土全体が山岳地帯または高地である。夏季の避暑のた

めの長期滞在先としても気候的に有望である。 

コーカサス地方

出展：https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Caucasus-political_ja.svg 
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（２）言語 

アルメニアの国家語はアルメニア語である。外国

語としては英語、ロシア語が広く通用するため、どち

らかの言語の知識があればコミュニケーションに問題

はない。また、日本語の教育機関もあるため、必要に

応じて日本語の通訳、通訳ガイドの手配も可能である。 
（３）人種・民族・宗教等 

人口の 98.1％が、アルメニア人（民族的アルメニ

ア人）である。アルメニアは西暦 301 年に世界で初め

てキリスト教を国教とした国であり、国民のほとんど

がキリスト教信者である。アルメニアのキリスト教は、

アルメニア独自の使徒教会（カトリック・プロテスタ

ント、正教とは別の宗派）であり、アルメニア人のほ

とんどがこの宗派の信者である。 

２．生活環境 

（１）入国関係 

ア 新型コロナウイルス感染症規制 
  入国時のワクチン接種証明書および検査陰性証明

書の提示は不要（2022 年 1 月末現在）。 
＊長期滞在の観光客は、無料で新型コロナウィル

ス感染症の予防接種（ブースターを含）の接種を

受けることが可能である。 
イ 査証関係 
観光目的での 180 日以内の滞在は、査証不要（2）

（２）長期滞在のための宿泊設備 

ア ホテル 
最も手軽で一般的な宿泊施設。アルメニア、特

に首都エレバンでは予算や条件に応じて好みの

ホテルを選ぶことができる。ホテルの従業員の多

くは英語での対応で可能。 
イ サービスアパートメント 
アルメニアの宿泊施設の中に占める割合はまだ

少ない。サービスアパートメントの多くは、首都

エレバンに集中している。サービスアパートメン

トへの滞在を希望する場合には、サービスアパー

トメントは普及し始めたばかりであるので、物件

の情報を持っている現地の旅行会社を通して手

配すると効率がよい。 
ウ アパート・一戸建て住宅等（賃貸） 
民泊サイト、現地の不動産業者、邦人の個人旅

行を扱っている旅行会社を通じて手配可能。不

動産業者を通じて物件を手配する場合には、事

前に立地場所、設備、予算を伝えておくと物件

を紹介してくれる。ほぼ 99%の物件は家具付物

件である。 
  ＊賃貸住宅に関する商習慣 

・契約時に家主に対して家賃の 1 月分にあたる

保証金の支払い、不動産屋が仲介する場合には

規定の仲介手数料を支払う。退去時のトラブル

防止のため、退去時のサポートまで依頼できる

業者の 選択を勧める（ Elate Real Estate: 
https://elate.am/ 等 2022 年 8 月調査） 
・家賃の形態は、光熱水費、共益費込み、光熱

水費等を別途支払う場合がある。 
・家賃の支払いは、現金、電子送金、銀行間送

金での支払いが可能。 
エ 賃貸住宅に関する商習慣（購入） 

  アルメニアでは、外国人でも一定の条件を満た

せばマンションの購入も可能であり、投資のた

めに物件を購入している外国人もいる。 
（３）通貨・決済関係 

ア 通貨：アルメニアドラム 
＊アルメニア国内では外貨による取引は禁止。

また、30 万ドラム以上の現金取引も禁止されて

いる (3)。 
イ 現地通貨の入手方法 
日本では、アルメニアドラムの入手が困難なた

め、現地で外貨を両替する必要がある（米ドル、

ユーロが便利）。また、銀行ATM から提携のク

レジットカードなどからの現地通貨の引き出し

も可能である。現地の ATM は、24 時間使用が

可能。 
ウ 決済関係 
首都エレバンにおいては、クレジットカードな

による電子決済が浸透しており、少額の支払い

にも電子決済が使用可能である。クレジットカ

ードのブランドに関しては、VISA、MASTER カ

ード等に加え、JCB カードが使用できる店舗も

多い。 
（４）交通事情 

ア アルメニアでは日本で発行されるジュネー

ブ条約に基づく「国際運転免許」では運転は

できない。長期的に車両を必要とする場合に

は、専属の運転手付きの車両の手配も可能。 
イ 首都においては、公共交通機関が整備されて
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いるが、バスに至っては英語で行先を表記できる

タイプの車両が少なく、停留書に停留所名や時刻

表がないため、慣れないと外国人は使いづらい。 

アプリを使って乗車地点と行先を指定できるタ

クシーの利用が便利である。英文で、目的地を指

定でき、乗車前から料金の確認もできる。予め設

定をしておけばクレジットカードでの決済も可

能であり、初乗り料金も日本円にして 100 円前後

からと使いやすい（2023 年 1 月現在）。 
（５）医療関係 

ア アルメニアは、医療観光にも力をいれており、

比較的医療水準も高い。医療観光目的の外国人の

入国も多く、エレバン市内には外国人の受入れを

強化している医療機関も存在している。今回訪問

した、エレバンの私立総合病院(（4）では、保険請求

のための証明書も問題なく英語での作成が可能

であった。アルメニアの医療サービスの中では、

特に歯科、審美歯科治療に定評がある。今回調査

を行ったエレバンの私立総合病院では、医療スタ

ッフとの英語の会話に問題はなく、診断書、保険

請求に必要な資料においても、英文での作成が可

能であった。また、アルメニア北部ロリ州の国立

スピタク救急病院でも、医師との英語でのコミュ

ニケーションが可能であった(5)。スピタク救急医

療病院の場合、交通事故での救急搬送の場合など

には、事故の加害者側が強制保険に入っていれば、

被害者側は外国人であっても原則医療費を負担

する必要はないとのことであった（入院に付随す

る食費も無料：2022 年調査時）。

イ 薬局 
アルメニアでは、医師が処方した薬品を薬局で

購入する。エレバン市内であれば、24 時間営業の

薬局も多くあり、薬品の入手には問題がない。使

用法については、現地語またはロシア語（ロシア

からの輸入品が多いため）で記載の場合が多いた

め、使用方については医師に英語などで記載して

もらうとよい。日常使用する医薬品については、

日本から持参する方が望ましいが、何らかの事情

により現地で医薬品を手配する必要が生じた場

合に備え、医師又は薬剤師に薬の名称を英語で書

いたものを準備してもらうと安心である（当地の

薬局でも国際的に使用されている医薬品の購入

が可能なため）。 

ウ 予防接種 
  アルメニアでは入国に際して要求される予防接種

は報告されていない(6)。 
（６）電気・水道 

ロングステイのインフラとしての電気・水道のイン

フラに関しては、首都エレワン、各州においても中心

地域では整備が進んでいる。 
＊アルメニアの電圧は 220Ｖ、プラグの対イプはＣ、

Ｆタイプである。 
（７）通信インフラ 

携帯電話の普及率が高く、携帯電話の SIM カードは

空港でも購入できる。料金は、デポジット制であるが、

街中のいたるところに設置されているターミナル（日

本のコンビニエンスストアのマルチメディア端末のよ

うな設備）から 24 時間支払いが可能である。 

首都エレバンでは、WiFi の普及率が高く、空港、ホ

テル、飲食店内での接続が可能である。個人用のモバ

イル WiFi は、月々1,800 円前後（2023 年１月現在：U-
COM 社の場合）で使用できる。 
（８）家事代行サービス等 

ア 家政婦 月額 500 ドルから 
掃除、洗濯のみ等スポット契約も可能(7)

イ ベビーシッター 

現在の相場は 10 ドル～15 ドル/時間 
ウ 食品の宅配サービス等 

エレバン市内の大手スーパーでは、アプリで商品を

注文すると配送まで行うサービスを実施している

（決済はクレジットカードでも可能）。アプリ

（MENU.AM 等）の利用で、飲食店に料理を注文し、

街中に設置されたターミナル

（対応言語：アルメニア語・英語・ロシア語）
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指定の場所までの配達をしてもらえるケータリン

グサービス（24 時間）が可能（決済はクレジットカ

ード）。 

（９）語学学校等 

首都エレバンには、英語、フランス語等で授業を行

っている高等学術機関がいくつかあり、総合大学を含

め、医科大学でも外国人の受け入れも行っている。語

学学校(8)も多くあるので、自分にあう教室を選んで通

学することができる。アルメニア語を含む各種外国語

は、個人レッスンを依頼することもできる（1 時間 10
ドルが相場：2023 年 1 月現在）。アルメニアには、日

本語や日本の地域研究をしている大学もあり、教員と

して活動している邦人もいる。 

３．治安状況 
現在、日本国外務省「海外安全情報」(9)では、首都エ

レバンを含む北東の地域がレベル１「十分に注意して

ください」、アゼルバイジャン（ナヒチバン自治共和国）

と国境を接する地域がレベル４「退避してください(10)。

渡航はやめてください」、その他の地域がレベル２「不

要不急の渡航はやめてください」となっている。 
首都エレバンやその周辺の地域の治安情勢は比 

較的安定を保っている。現にエレバンは、2023 年に世

界で最も安全な都市の第７位となっている（11）。 
また、アルメニア政府は、昨年度末から大々的な 

警察改革を実施し、コミュニティ警察部門を強化した。

観光客に対応可能な警察官の養成も強化し、パトロー

ル部隊に所属する警察官とは、英語でのコミュニケー

ションも可能である。 

４．ロングステイのポテンシャル（分野別） 

（１）エコツーリズム 

国土の大部分が山岳地帯であり、標高 4,090m のア

ラガツ山や、四つの国立公園を含む自然保護区などを

観光資源としたエコツーリズム、ファームステイ、地

方でのホームステイに焦点をおいた観光開発が進んで

おり、登山、トレッキング、ホーストレッキング、バ

ードウォッチング、ファームステイ等、エコツーリズ

ムに関連する長期期滞在のポテンシャルが存在する。 

（２）リロケーション 
IT 立国を目指しているアルメニアには、IT 人材が長

期滞在をするインフラも整っている。国外の IT 企業と

契約し、在宅で業務を行う IT エンジニアと共に、外国

人がリロケーションを行いアルメニアに滞在しながら

本国または外国企業に籍を置くエンジニアも多く存在

している。 
アルメニアの充実した IT インフラは、IT 技術者だ

けではなく、在宅業務が可能なすべての業種に従事す

る邦人のリロケーションを可能するポテンシャルを有

している。エレバンでは、最近コワーキングスペース

も目にすることが多くなっている（2023 年12月調査）。 

ショッピングアプリの例

エコツーリズム関連施設のパンフレット

ホストが運用可能な言語も提示されている

外務省：海外安全ホームページ

アルメニア 危険・スポット・広域情報（2023年1月現在） 
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（３）留学 

本格的な学術機関への留学から、個人の関心や趣味

に応じて、あらゆる留学のアレンジが可能である（言

語は現地語、英語等となる）。旧ソ連の一構成国であっ

たアルメニアでは、スポーツ、文化の水準も高い。ス

ポーツ留学、バレー留学、音楽学校への留学も本格的

な留学から、趣味として観光と合わせての留学のアレ

ンジも可能である。

 また、国全体が高地であるため、アスリートの高地

トレーニングサイトとしてもポテンシャルがある。

（４）医療ツーリズム 

アルメニアでは各種医療機関が医療ツーリズムに

力をいれている。ソ連時代から、アルメニアは歯科治

療技術が高いことが有名であり、歯列矯正、審美歯科、

インプラント施術を受けるために、旧ソ連各国からア

ルメニアを訪れる外国人が現在も多い。特に、美容・

形成外科的な施術も含めた医療サービスを本国よりも

経費を抑えて受けることができることから、アルメニ

アには、旧ソ連邦構成諸国と、アルメニアから移民が

比較的多い国からの医療ツーリズムが人気である。

アルメニアには、ソ連の医師が考案した骨延長を専

門に行う医療センターが存在している。このセンター

では、世界各国から施術希望者の受け入れを行ってお

り、日本人の受入実績もあるとのこと。院長へのイン

タビューでは、長期の入院が必要なため、施術者のた

めに専属の日本語通訳を準備しており、施術機関中に

地方への観光もプログラムに取り入れているとの話で

あった（12）。 

５．ロングステイのポテンシャル（地域別） 

（１）エレバン

アルメニアの首都。エレバンの中心地まではズヴァル

トノッツ国際空港（24時間営業）から12km 。市内

と空港間で、シャトルバスが運行されている（深夜帯

を除く）。エレバン市内には、美術館、博物館の観光施

設、オペラ・バレエ劇場、各種劇場など エンターテイ

メントも充実している。また、市内にはフィットネス

クラブ、各種スポーツ(13)のクラブの他、ゴルフ場もあ

り、各人の要望に応じて有意義な余暇が過ごせる施設

が充実している(14)。アルメニアの玄関口であるエレバ

ンには、観光案内所、一般的な旅行代理店から、トレ 

ッキング等を専門とする専門店まで様々な旅行会社が

軒を並べている。エレバンには、民泊、キャンプ施設

から 5 つ星のホテルまで 523 軒を数える宿泊施設が存

在している。生活に関するインフラ、医療体制や家事

代行サービスなども充実しているため、子供連れや介

護、介助が必要な方の長期滞在も可能である。また、

旧ソ連を構成した一国としてオペラ、バレー、音楽な

ども盛んであり、市民生活に溶け込んでいる。オペラ、

バレーなどの観劇が日本円で 2 千円から 6 千円で楽し

むことができる（2023 年 1 月現在の調査）。このため、

冬季の劇場シーズンには、舞台芸術や音楽鑑賞を目的

としたロングステイ観光を計画することも可能である。 

 食生活に関しては、陸国であるため海産物は輸入に

頼っている。加工品や冷凍品を購入することになるが、

エレバンでは、海産物を専門に取り扱っている専門店

が市内にあり、比較的良質な海産物の購入が可能であ

る(15)。アルメニアでも、魚は古くから家庭料理に取り

入れらており、アルメニアに生息する淡水魚は市内の

スーパーや鮮魚専門店で生きたまま販売されているも

のもある。アルメニアの伝統料理として、現地でイシ 

ュハン（現地語で魚の王様を意味する）と呼ばれるア

ルメニア鱒(16)や夏季の季節料理であるザリガニを使 

った料理(17)は有名である。 

アルメニアでは、農産物は１年を通じて新鮮な季節の

アルメニアの首都エレバンの街並み

（街並みの先に見えるアララト山は、かつてのアルメニ

アの隣、現在のトルコ領に位置する）

最近アルメニアでも生産が始まった豆腐
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産物の価格は日本と比べても非常に安価である。肉類

に関しては、牛肉、豚肉、鶏肉の他羊肉も流通してい

る。米に関しては、様々な種類の物が販売されており、

ジャポニカ（丸い形の米）米の取り扱いもある（日本

からの輸入米ではない）。醤油、みりんに関しては、ロ

シアで販売されている商品が輸入販売されている。 
エレバンに滞在先拠点を構えた場合、ほぼ全ての地

域に向けて日帰りで訪れることが可能である。アルメ

ニアから隣国ジョージアまでの所要時間は、飛行機の

利用で約 45 分、車両を利用しても 5 時間程度である

ため、最近、隣国のジョージアまでの日帰旅行を販売

し始めた旅行会社もある（2023 年 1 月調査（18））。ソ連

時代から保養地として知られるディリジャンやアルメ

ニア最大の湖セヴァン湖がある。 
（２）アルメニア東部 

東部は、夏の避暑地であり、ディリジャンやセヴァ

ン湖周辺には、宿泊施設が比較的充実している。また、

この地域には、ソ連時代から良質な雪質で知られるツ

ァフカゾールスキー場（山岳スキー）や温泉保養地の

アンカバンがある。スキー場周辺には、宿泊施設が充

実しており、ウィンタースポーツを中心とした長期滞

在を提案できる。温泉群のあるアンカバンは、このス

キー場から車で 1 時間程度の距離であり、スキーと温

泉を組み合わせた観光がアレンジできればと思うとこ

ろであるが、この 2 点をつなぐ交通網が発展していな

いのが残念なところである。セヴァン湖は、アルメニ

ア唯一のビーチリゾートとしてアルメニア人の間では

人気の観光地である。セヴァン湖は、標高 1,900 m に
位置するユーラシア大陸の高地にある淡水湖として最

大規模の湖の一つであり、美しい景観を持つ。セヴァ

ン湖ではアルメニア国内の 90%の魚と 80%のザリガ

ニが採れる。セヴァン湖周辺には、キャンプ場、ホテ

ル、別荘など夏のリゾート地として、宿泊施設が充実

している。夏季には、この地域へ向かう電車が増発さ

れる。 
（３）アルメニア西部 

西部は、エレバンからの日帰り観光に適した立地に

ある。アルマヴィール州には、アルメニア使徒教会の

大司教座が置かれている聖都エチミアジンがある（エ

チミアジンには、キリストが磔刑になった際に、キリ

ストを突いた矢と言われるものが保管されており、キ

リスト教信者がこの矢を見ることを目的に多く訪れ

る。）。アルマヴィール州には、UNESCO 世界文化遺産

に登録された教会群があり、教会群を巡るツアーが人

気である。 
アラガツォン州には、アルメニア最高峰（標高 4,090 

m）のアラガツ山があり、夏季にはヨーロッパから登

山やトレッキングを目的とした観光客が多く訪れる。

この地域では、ワイン製造もおこなわれており、ファ

ームステイを受け入れているワイナリーもある。また、

この地域では日本の大根を生産している農家がある

（2022 年 12 月調査時）。 

６．アルメニアにおけるロングステイ観光の課題 

（１）観光プロモーション 

多くの魅力的な観光資源を有しているにも関わらず、

日本における認知度が低い。政府、民間セクターによ

る日本市場へのプロモーション活動が、隣国のジョー

ジアに比べても少ない。日本からのツアーでは、コー

カサス三ヵ国周遊型のツアーの一環としてアルメニア

を滞在先に加えて販売している旅行会社が多い。国と

して観光資源や人材の開発に力を入れており、外国人

のアルメニアでの長期滞在を支援する取り組みにも力

をいれていることから、更なる情報発信に取り組み、

アルメニア滞在の魅力を伝える活動が必要。 

アルメニアの典型的な朝食
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（２）航空路線 

2023 年 1 月現在、日本とアルメニアを結ぶ直行便は

ないため、第 3 国を経由しての入国が必要となる。日

本からモスクワを経由する経路が時間的にも経済的に

も需要の高いルートであったが、現在この路線が使用

できない（2023 年 1 月現在）ことから、ドイツ、パリ、

ウィーンなどを経由して入国する必要がある。中近東

のカタール、ドバイ経由便は、欧州でトランジットを

する場合よりも経費を抑えることができる傾向にある

が、タイミングによっては乗り継ぎの時間が半日以上

かかることが、難点である。 
(３)公共交通機関の利便性 

エレバン市内の公共交通網は発達しており、料金も

100 ドラム（日本円で約 33 円：2023 年 1 月現在）であ

るものの、行先の表示が現地語のみのものが多く、時

刻表もないため、外国人には使いこなすのが難しい。

また、公共交通機関の運転手は複雑な英語を解する者

が少なく、途中のバス停留所には停留所名の表記も時

刻表もないことから、タクシーアプリを利用して予め

行先を指定する方法（もしくは、旅行会社などを通じ

ての車両の借り上げ）以外での公共交通機関を使用し

ての地方への移動はハードルが高い。 
（４）紛争地の存在 

1991 年のソ連邦の崩壊後から、隣国アゼルバイジャ

ンと国境、ナゴルノ・カラバフ問題を巡ってたびたび

紛争が生じており、現在でも停戦状態にある。 
2022 年 12 月には、アルメニア南部から当該地域に

向かう道路封鎖という問題が発生し、人道的な問題と

して国際的にも取り上げられている。 
比較的安定しているアルメニア北部に比べ、アゼル

バイジャンとの国境地帯にある南部の都市では滞在に

注意が必要なため、今回も調査報告のためのアルメニ

ア南部への出張は見送っている。南部地域の調査報告

については、時期を見て実施したい。 

【参考】日本語で現地情報が収集できる機関 

１ いろはセンター(20)） 

・2014 年 7 月に設立された、日本語教育、日本との文

化交流を活動の主軸とした NGO 団体。日本への留学

経験のあるホジキャン・ルザン会長を中心に、アルメ

ニア人への日本語教育を柱にした活動を行っている。

日本文化をあらゆる側面からとらえて紹介するイベン

トにも力を入れており、アルメニアの食材でも作れる

日本料理の講習会なども催している。当センターが主

催する日本語講座の修了生は 60 名を超え、修了生は

現地の日本国大使館などでも活躍している。2015 年か

らは日本語の幼少クラスも開講。現地情報に関して、

日本語で問い合わせが可能な機関の一つである。 

２ アシャ・アララトトラベル(21) 

 アルメニアで日本旅行を専門に取扱う旅行会社。社

長は、国費留学の経験もあるハルチュニャン・アシャ

氏。契約をしている日本語ガイドの数は 6 名。アルメ

ニアへのインバウンドの他にもアルメニア人旅行者を

日本へ送るアウトバンド事業も手掛けており、アルメ

ニア人富裕層の日本でのロングステイにも関心が高い。

アシャ・アララトトラベルでは、旅行業全般の他、現

地での会議手配サービス、報道関係者の取材のコーデ

ィネイト、学術調査団の受入れ手配など、日本人関連

の事業を幅広く手掛けている。 
 また、現地での銀行開設時のサポート(19)など、現地

での生活の立ち上げに係るサポートの実績も持ち、同

社が提供するパッケージツアーの他にも、日本人のア

ルメニア滞在に関するあらゆるサポートの相談を受け

付けている。 

謝辞：本研究はロングステイ観光学会研究分科会の助

成を受けて行われた。また調査においては、Asha Ararat 
Travel のハルチュニャン・アシャ氏、いろはセンター

会長、ホジキャン・ルザン氏、アルメニア在留邦人の

福田裕也氏からは現地調査において多大な協力を得た。

この場を借りて、御礼申し上げたい。 

【補注】 
(1) アルメニアの国営系ニュースサイトでは、アルメ 
ニア語、英語、ロシア語、フランス語、トルコ語、ア

ラビア語、スペイン語で情報発信が行われている。 
https://armenpress.am/arm/news/sport/ 
(2)アルメニア外務省 
https://www.mfa.am/en/visa/ 
(3) Armeniabanks
http://www.armbanks.am/2022/06/28/140762/
(4) ・ナイリ総合病院（私立） 

https://www.nairimed.com/en
・スピタクメディカルセンター（公立） 
https://www.facebook.com/pages/Spitak-Medical-

Center/588949121436424 
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(5) 公立の医療機関では、診断書の類はアルメニア語

の書類が基本である。現地語から英語等への翻訳は、

公証人役場で依頼可能（有料）。 
(6) アルメニアの実情として動物愛護の観点から飼

い主のいない犬の隔離を行っていない（アルメニア

政府によると狂犬病の発生はない）ため、狂犬病の 
予防接種については、検討の余地がある。 

(7)現地クリーニングサービスの例 
Selena Service 等  

   https://www.facebook.com/SelenaServiceArmenia 
(8) Inernational Center of Language and Training 等 

https://www.facebook.com/ICLT.Yerevan/
(9) 外務省海外安全ホームページ（アルメニア） 

0https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazar
dinfo_199.html#ad-image-0

(10) アルメニアは、ソ連邦を構成する一共和国であ

ったが、1991 年のソ連邦からの独立後に表面化した

アゼルバイジャンと国境問題、アルメニア人がその

人口の殆どを占めているナゴルノ・カラバフ地域の

帰属を巡った紛争が続いている。 
(11) Numbeo’s latest Crime Index by Country for 2023 

http://arka.am/en/news/tourism/numbeo_ranks_armenia_7th
_safest_country_in_the_world/
(12) Yerevan Center of Limb Lengthening and Reconstructio
https://ilizarov.soleil-travel.com/
(13)スポーツクラブの中には、グループプログラムに

民族舞踏、空手などが含まれているものもある。 
参考：Multi Wellness Center  
https://www.facebook.com/multi.wellness 
(14)エレバン開催されるエンターテインメントの英語

情報サイト https://www.tomsarkgh.am/en
(15)Ice Fishhttps://www.facebook.com/icefishseafood 
(16)アルメニア鱒を使った伝統料理の紹介 
https://phoenixtour.org/blog/ishkhan-the-most-popular-

armenian-freshwater-fish/ 
参考：地元の日本人にも人気の高いアルメニア鱒の 
専門店（エレバン）“Qimq” 
https://www.facebook.com/QimqFish 
(17)アルメニアの淡水ザリガニ料理 
https://phoenixtour.org/blog/lake-sevan-crayfish-kebab-an-

armenian-delicasy/ 
(18)One Way Tour 
https://www.facebook.com/onewaytour/photos/a.179658088

761734/6052005868193564/ 
(19) 滞在場所を住居登録した場合には、現地銀行口座

の開設やクレジットカードの発行が可能（2023 年 1
月現在）。 

＊居住登録をした場合の口座開設手数料は 20 ドル（住

居登録をしない場合：2 万ドルを半年預けるか口座

維持手数料を毎年 250 ドル支払う必要がある） 
(20)いろはセンター 
https://irohacenter.com/ja/ 
(21) Asha-Ararat Travel
https://www.facebook.com/asyaararattravel
【参考文献等】 
海外在留邦人数調査統計 
令和４年版 外務省領事局政策課 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100436804.pdf 

コーカサス地域 コーカサス地域観光開発のための 
礎情報収集・確認調査最終報告書 - 
2017 年 独立行政法人 国際協力機構（JICA） 
https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12286142.pdf 

コーカサス 3 国の基礎資料調査報告書(アルメニア、 
アゼルバイジャン、グルジア)
国際協力事業団国際協力総合研修所 1995.11 
アルメニア外務省 https://www.mfa.am/en/ 
アルメニア国家統計局 https://www.armstat.am/en/ 
アルメニア経済産業省 HP 
https://www.mineconomy.am/en/page/89 
アルメニアハイテク産業省HP 
https://hti.am/?lang=3&page_id=1&id=0&page_name=default 

Armenia Tourism Development Foundation 

https://www.evintra.com/profile/1050/armenian-tourism-

development-foundation 

STATE TOURISM COMMITTEE OF ARMENIA 

https://armenianvolunteer.org/opportunity/state-tourism-committee-

of-armenia/ 

街中の犬（予防接種済みのタグが耳についている）
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第 7 回年次大会自由主題発表 



鴨川大山千枚田保存をめぐる地域の取組みと 

都市住民のかかわりに関する一考察 

A Study for the local partnership to conserve Kamogawa Oyama Senmaida 

and the relationship of the visitors from urban area 

三浦知子＊ 

MIURA, Tomoko 

千葉県鴨川市の大山千枚田は、2000 年から棚田オーナー制度が導入され、都市住民に支えられ保全されている

代表的な棚田である。本研究では、利用者である都市住民の地域とのかかわり方を検証し、持続可能な地域づく

りへの関与について考察した。開始から 20 年が経過し、年間で延べ 3,000 人以上が棚田保全に貢献しており、

大山千枚田以外の集落にも活動が広がっている。棚田オーナーは繰り返し鴨川市に来訪し、地域活性化に貢献し

ている。 

キーワード：棚田オーナー制度、大山千枚田、棚田の保全 

１． 研究の背景と先行研究 

2020年に端を発する新型コロナ禍は、国内外に大き

な影響と変化を生じさせている。とりわけ観光分野で

は、外出制限や密を避ける方針もあり、大きな打撃を

受けてきた。一方で、テレワークやワーケーションと

いった新たな生活様式が少しずつであるが、一般に浸

透するようにもなっている。 

ロングステイや長期滞在については、1990年代後半

から海外の事例を中心に市民権を得て今に至っている。

また、この長期滞在をはさんで、いわゆる観光として

の宿泊と、移住の橋渡しの位置付けも指摘されていた。 

そこで本研究は、千葉県鴨川市の棚田オーナー制度

に着目し、利用者である都市住民の地域とのかかわり

方を検証し、持続可能な地域づくりへの関与について

考察するものである。代表的な棚田である大山千枚田

は、2000年から棚田オーナー制度が始まり、都市住民

に支えられて保全が進められてきた。 

具体的な研究の方法は、まず棚田保全をめぐる社会

的な背景を整理し、次に大山千棚田の概略と棚田オー

ナー制度について概観する。また、大山千枚田保存会

へのヒアリング調査や SNS による情報を元に具体的

な活動について整理する。 

棚田オーナー制度については、棚田保全の経緯につ

いて中島峰広氏の研究の存在が大きい（参考文献 1）

他）。また本研究の対象となる千葉県鴨川市については、

農村アメニティの観点からの研究、地権者の経済的効

果についての研究など複数あるものの、オーナー制度

利用者の滞在について取り上げた研究は少ない。そこ

で本研究では、ロングステイや長期滞在の観点からの

考察を加えることを試みる。 

２． 棚田に関する先行研究と棚田オーナー制度 

棚田とは、一般的には山の斜面や谷間の傾斜地（傾

斜 20 分の 1 以上とする）に階段状に作られた水田と

定義される。1956年に輪島市文化財保護委員会により

「名勝 千枚田」として文化財に指定された石川県の白

米の千枚田は、早い時期から保全が始まっているが、

多くの棚田にまなざしが向けられるようになったのは、

国際地理学会の農業地理部会が sustainability を主題と

し、中島氏が棚田についての論文を発表し、第 1回全

国棚田（千枚田）サミットが高知県梼原町で開催され

た 1995年がその嚆矢であるとされる(1)。 

こうした全国的な動きの中で、棚田保全の動きや棚

田オーナー制度は急速に広がり、法制度も整えられて

いった。そこではじめに、都市農村交流の経緯と社会

的背景を整理し、鴨川市の取組みについて考察する。 

(1)都市農村交流の発展と社会的背景 

「食料・農業・農村基本法」は 1961年の「農業基本

法」に変わり 1999 年に制定された新しい農業基本法

であるが、この間都市化、工業化の中で大きく衰退し

＊敬愛大学 
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た農業の枠組みが、新法では農業者だけでなく消費者

の視点も入った点に大きな変化があった。また「農業

の多面的機能」についても活発な議論が展開され、持

続可能性などもその論点となっていた。 

この時期、グリーンツーリズムの主要な活動ととら

えられていったのが「棚田オーナー制度」である。 

(2)全国棚田サミットと棚田オーナー制度 

1995年、第 1回全国棚田（千枚田）サミットが開催

されたのが、高知県梼原町である。司馬遼太郎が 1984

年に訪れた際、神在居の棚田について、「農業が築き上

げた日本のピラミッド。万里の頂上にも匹敵する」と

絶賛した。その後、地域の有志が町の協力のもと「千

枚田ふるさと会」を結成し、1992年、全国に先駆け「千

枚田オーナー制度」を開始した（2）。これが後に、全国

棚田サミットを呼び掛けるきっかけとなった。 

1994年に棚田を保有する市町村、劇団ふるさとキャ

ラバンを中心に全国棚田連絡協議会準備会が発足、そ

の後、西日本 24地方自治体、関東地方を中心とする 5

団体、26 個人・賛助会員が母体となり組織化された。

第 1回全国棚田（千枚田）サミットは、団体会員であ

る 20 市町村を含む 80 市町村など、延べ 1,200 名の参

加となった（3）。翌年の第 2回は佐賀県西有田町（現有

田町）、第 3回は長野県更埴市（現 千曲市）で開催さ

れた。以降、新潟市安塚町（現上越市）（1998）、三重

県紀和町（現熊野市）（1999）、福岡県星野村（現八女

市）、浮羽町（現うきは市）（2000）、石川県輪島市（2001）、

そして、鴨川市で第 8回が 2002年に開催された。2022

年は、滋賀県高島市で第 27回目が開催された。 

(3)棚田オーナー制度について 

棚田オーナー制度とは、都市住民に直接耕作に関わ

ってもらいながら棚田を保全していこうとするもので

ある。「農業体験・交流型」、「農業体験・ 飯米確保型」、

「作業参加・交流型」、「就農・交流型」、「保全・支援

型」などのタイプが提示されている。最も多いタイプ

が、農業体験に重きがおかれ、田植え、草刈り、稲刈

りなどの来訪が２～３回とする「農業体験・交流型」

である。また、来訪回数や作業種類がより多い「作業

参加・交流型」についても全体の 1/4であるという（4）。 

３． 千葉県鴨川市の大山千枚田の推移 

千葉県鴨川市は、房総半島の南東部、太平洋側に位

置し、令和3年3月現在の人口は約32,000人である。

2005（平成 17）年 2 月に旧鴨川市と旧天津小湊町が

合併し現在に至っている。 

大山千枚田地区の活動としては、まず 1997（平成 9）

年、大山千枚田保存会が任意団体として設立、2000（平

成 12）年より棚田オーナー制度が開始された。その後

2003（平成 15）年にNPO法人として認可され今に至

っている。前述のとおり全国棚田サミットが 2002 年

に開催されている。 

大山千枚田でオーナー制を開始した 2000 年は、30

区画の募集に対して 173 組の応募、39 区画に増設の

上対応した。続く 2001 年度はオーナー制対象面積を

3倍に拡大し、2000年度からの継続者 31組に新規オ

ーナー81組を加えて 112組を受け入れた。その後 136

区画に拡大したが、それでも全応募者を受け入れるこ

とができなったとのことである(6)。 

(1) 大山千枚田におけるオーナー制度

現在、大山千枚田保存会では、「棚田オーナー」の

他、「大豆畑トラスト」（2000年～）、「棚田トラス

ト」（2001年～）、「酒づくりオーナー」（2004年

～）、「綿藍トラスト」（2005年～）、「家づくり体験

塾」（2006年～）と、活動メニューが複数用意されて

いる。またそれらの活動はオーナー制度を始めた初期

の時期に次々に導入されたことがわかる。 

 「棚田トラスト」は、共同作業で稲作りを体験し生

産物は口数による配分方式で、作業は農家の指導を受

け、参加は権利となる。１口 30,000円（100平方メ

ートル当たり）である。一方「棚田オーナー」は、田

植え、草刈、稲刈、脱穀、収穫祭など年 7回程度の

参加が必要で、農家の指導により稲作りをし、収穫し

たお米は持ち帰ることができる。参加費は 30,000円

（100平方メートル当たり）、継続者の申込は 11月

末、新規申込は 1月となっている。申込が定員を超

えた場合は抽選で決定する。2022年は、表‐1のと

おり棚田オーナー向けのイベントが実施されている。 

表－1 2022年度 棚田オーナーイベント 

月日 イベント 

4/9 棚田オーナー草刈り① 

4/29,30,5/1,2 棚田オーナー田植え 

6/5 棚田オーナー草刈り 

8/6、8/7 棚田オーナー草刈り② 

8/26,27,28 棚田オーナー稲刈り③ 

9/3 棚田オーナー 脱穀 

11/6 収穫祭 
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(2)鴨川市における棚田オーナー制度 

 大山田千枚田における棚田オーナー制度は順調に推

移してきた。その後、鴨川市では別の集落からもオー

ナー制を始めたいという声があがった。2004年度には

136 区画に加え、近隣 4 集落の 80 区画に拡大し、さ

らに 2005 年度に 6 集落 181 区画となった(6)。募集を

やめた集落もあり、後述のとおり 2023 年度に大山千

枚田保存会が募集対象としているのは 5 集落である。 

 2015年に任意団体からNPO法人格となり、他地区

にも拡大した棚田オーナー制度の全体の管理の他、指

定管理者となっている大山青少年研修センター、2016

年に開店した古民家レストラン・棚田カフェごんべい

の運営も担当する。棚田オーナー、共同作業で稲作り

を体験し生産物は口数により配分する棚田トラストを

はじめ、各種のトラストの参加者の調整や、日々の棚

田や周辺環境の整備などに加えて、学校組織など、他

の団体の受入れも行っている。大山千枚田保存会の組

織としての役割は大きく、また、これだけの規模の棚

田の保全を良好に持続させる要因ともなっている。。 

 2023年度は、大山千枚田、川代棚田、嶺岡二子棚田、

山入棚田で新規希望者を募集した。例年、平均的な継

続者は全体の約8割とのことである。大山千枚田では、

160 組の募集になっている。申込時に第二希望まで書

くこと、棚田トラストからの移行についてはある程度

優先することもあり、コロナ禍以降も 5 集落全体で、

オーナ―枠がほぼすべて埋まる状況となっている。 

 毎年の棚田オーナー募集に際しては、大山千枚田保

存会が他のオーナーも含め募集を行っている。それぞ

れの集落の環境により異なるが、安定した運営ができ

るようになって自主的な運営が進んでいる場合もあり、

たとえば釜沼奥谷棚田は2023年度の募集に含まれず、

独自の運営となっている。 

(3) 川代地区における棚田オーナー制度

川代地区の棚田オーナー制度については、2013年よ

り活動の状況を facebookで発信している。大山千枚田

同様、年 7回のイベントを核に四季折々の様子が写真

とともに掲載されている。元々農家数が多い地区で、

2021 年に大山千枚田に続き、「第 17 回石井進記念棚

田学会賞」も受賞した。棚田学会賞は棚田学会の初代

学会長石井進氏の遺徳を偲び制定されたもので、棚田

の保全活動、調査研究、著作等を通じて棚田の保全に

資する顕著な業績をあげた個人又は団体を対象に授与

しているものである(7)。 

写真‐１ 大山千枚田 

「指定棚田地域振興活動計画」によると、耕作放棄

の防止・削減については、大山千枚田は 0%に対して、

川代棚田も 1%で、2025（令和７）年 3月までに耕作

放棄地をゼロにする目標を掲げている。担い手につい

ては、20人の農業者が主に活動し、中山間地域等直接

支払交付金の活用によって、集落内で共同管理を行っ

ている。良好な景観形成のために、桜の苗木の植栽計

画もあり、棚田オーナー制度を中心とした都市農村交

流を重視していることが見て取れる。 

４．棚田保全にかかわる都市住民のかかわり 

棚田オーナー制度は、2000年前後から、鴨川市のみ

ならず全国的に急速に広まった。棚田の立地によって、

持続性にはその後格差が生じている中、首都圏から近

い距離にある鴨川市の棚田オーナー制度は年々発展し、

交流人口の増加という観点からも、地域経済や景観、

農地の維持・保全という観点からも、鴨川市内の地域

活性化の大きな原動力となっている。 

最近の大山千枚田への参加件数は、2018（平成 30）

年度が 145組、2019（令和元）年度 147組、2020（令

和 2）年度 137組、そして 2021（令和 3）年度 157組

となっている。2020年は新型コロナの影響が大きかっ

たが、前年の 2019 年も、台風 15 号、19 号の甚大な

被害を受けている。それでもコロナ禍を経て、棚田オ

ーナー制度はますますその人気が高まっている。 

本研究では全国的な棚田保全の経緯と鴨川市内の

棚田オーナー制度の広がり、そして都市住民とのかか

わりについて、先行研究や各団体・組織の SNS、ヒア

リング調査などから検証した。その中で、下記の特徴

を抽出した。 
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1) 大山千枚田保存会は 1997 年に設立され、その後

NPO法人となり、専従の職員が存在する。学生時代

から大山千枚田保全にかかわり、棚田オーナーを実

施している他の地区も束ね、棚田オーナーも含め、全

体の舵取り役として活躍している。 

2) 新たな制度の導入もあり、市内の他の集落でも取組

みが広がっている。Webサイトや facebookからの配

信等、棚田オーナーを含め、大山千枚田保存会と業務

を分担しながら進めている。また、それぞれの地区の

中には、より自立していったり、より個性を活かした

運営が進められている地区が見られる。 

3) 棚田オーナー制度を導入した各地区の棚田の再整

備、耕作放棄地の解消が進んでいる。独自で運営をす

る地区も生まれている。 

4) 利用者である都市住民の多くは「リピーター」とみ

なすことができる。棚田オーナーの場合、年間に最低

7回、鴨川を来訪する。1組が平均 3人の参加と仮定

すると、延べ人数は 160 組の棚田オーナーの大山千

枚田のみでも年間 3,000名を超えることになる。  

5) SNSの発達により、棚田オーナー、地域側の双方

で情報の発信や共有がより容易になっている。。 

５．考察と今後の課題 

大山千枚田で棚田オーナー制度が開始されてから

20年以上が経過し、その経緯についてこれまで整理し

た。開始直後から人気が長く続き、棚田オーナーの数

は増加し、他の地区にも取組みが広がっている。それ

によって、主に首都圏から繰り返し鴨川に来訪する人

数が増加した。また、耕作放棄地の減少など、市内の

景観維持や地域経済にも多大に貢献してきた。 

一方、今後の課題としては以下の点が指摘できる。 

・棚田オーナーを中心に、利用者は継続を希望する場

合が多く、新規の希望を受け入れるのが困難である。 

・利用者を増加させるためには、農業指導やイベント

を支える地域側の人材確保も必要となる。高齢化、

人口減少の中での課題と言える。

・棚田オーナーの継続者は、千葉県北部、千葉県南部、

神奈川県、東京都の在住者が多い。来訪時のほとん

どは日帰りで、稲刈りなどの特定のイベント以外は

滞在時間が長いとはいえない。今後、より長期の滞

在の仕組みが必要である。 

・棚田オーナーがきっかけで移住したケースも見られ

るが、近隣からの来訪者が多いため、二地域居住の形

態も多い。 

本研究では、大山千枚田保存会へのヒアリング調査

や先行研究より、活動の開始時期からの経緯について

整理することができた。しかし、2019年の台風、2020

年からの新型コロナ禍により、ここ数年の経年的な動

きについてはデータに未確定な部分が多い。今後より

多くのデータを収集し、鴨川市全体の動きについて研

究を継続し、長期滞在化の可能性について明らかにし

たい。 

謝辞：本研究にあたっては、NPO法人大山千枚田保存

会様から資料を提供いただき、また複数回のヒアリン

グ調査のご協力をいただきました。ここに記して感謝

いたします。 

【補注】 

(1) 参考文献 1)、p.5 

(2) 高知県梼原町／進取の気性をいまに受け継ぐ地域おこし

～龍馬脱藩の道を訪ねて～、全国町村会、

https://www.zck.or.jp/site/forum/1172.html（2023年 2月 1日

アクセス） 

(3) 参考文献 1)、p.11 

(4) 棚田オーナー制度とは、棚田NAVI、 

https://tanada-navi.com/tanada/tanada-owner/（2023年 2月 1

日アクセス） 

(5) 全国棚田（千枚田）検索サイト、 https://tanada-

navi.com/tanada/tanada-owner/（2023年2月1日アクセス） 

(6) 参考文献 2)、p.208 

(7) 棚田学会 「石井進記念棚田学会賞」、 

http://tanadagakkai.main.jp/gatukkai%20syou.html（2023 年

2月 1日アクセス） 
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ロングステイ観光学会 会則

第 1 章 総則 
（名称）

本会は、ロングステイ観光学会と称する。

（事務所）

第 1 条 本会の事務所は、理事会が指定した場所に置く。

第 2 条 本会は、理事会の議決を経て支部を置くことができる。

2  支部の設置について必要な事項は、別に定める。

第 2 章 目的および事業 
（目的）

第 3 条 本会は、国内及び国外におけるロングステイ観光の普及促進をはかるため、学術

研究並びに普及に必要な諸条件の整備に産官学で取り組み、ロングステイ観光

の進展と産業育成を目的とする。

※ 諸条件とは、医療・介護・教育・安全・滞在施設・保険・資金・語学・地域

コミュニティとの共生・雇用機会・休暇制度・各種アクティビティ等

第 4 条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

① 機関紙、学術論文集その他刊行物の発行

② 研究発表会、学術講演会、講演会等の開催

③ 調査および研究

④ ロングステイ観光に関連する諸団体との交流

⑤ 研究の奨励と研究業績の表彰

⑥ その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 3 章 会員

（会員の種別と資格）

第 5 条 本会の会員は、次のとおりとする。 
① 正会員 ロングステイ観光に関する学問分野について学識経験を有する者、または

関連分野で実務に従事するもので関心の高い者

② 賛助会員 本会の目的・事業に賛同する法人または、行政機関、公共団体、特定

非営利法人並びに各種団体

③ 名誉会員 本会に対して特に功労のあった者またはロングステイ観光に関連する

事業において功績が特に顕著な者で、総会の決議をもって推薦された者

（会費）

第 6 条 次の各号に掲げる会員は、それぞれ年会費として当該各号に掲げる額を、毎会計

年度に納入しなければならない。

① 正会員 5,000 円 

45



② 賛助会員 一口 50,000 円以上（複数口可） 
③ 名誉会員 0 円 
2  納入された会費は、返還しない。

（入会手続き）

第 7 条 正会員、賛助会員になろうとする者は、入会申込書を提出し、理事会の承認を得

なければならない。

2  名誉会員として推薦された者は、入会の手続きを要せず、本人の承諾をもって会

員となり、かつ、会費の納入を要しない。

3  会員の資格審査に関する必要な事項は、別に定める。

（会員の権利）

第 8 条 会員は、本会が発行する機関誌その他の刊行物の優先配付を受けるほか、本会が

主催する事業に参加することができる。

（権利の停止）

第 9 条 会長は、会員が会費を 1 年以上滞納したときは、理事会の議決を経て前条に定

める会員の権利を停止することができる。

（会員の資格の喪失）

第 10 条 会員は、次の各号に該当するとき、その資格を失う。 
① 退会

② 禁治産または準禁治産の宣告

③ 死亡、失踪宣告または団体である会員の解散もしくは消滅

④ 除名

（退会）

第 11 条 会員で退会しようとする者は、退会届を提出しなければならない。 

（除名）

第 12 条 会長は、会員が次の各号に該当するときは、理事会の議決を経てこれを除名す

ることができる。

① 会費を 2 年以上滞納したとき

② 本会の名誉を傷つけ、または本会の目的に反する行為があったとき

第 4 章 役員 
第 13 条 本会に、次の役員を置く。 
① 会長  1 名 
② 副会長 2 名以上 5 名以内

③ 理事  10 名以上 15 名以内（会長、副会長を含む）

④ 監事 2 名 
⑤ 顧問団 理事会が必要と認めた場合、顧問団を設置する
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（役員の選任）

第 14 条 理事および監事は、総会で正会員の中から選任する。 
2  会長および副会長は、理事会が理事の中から選出し、総会の承認を経るものとす

る。

3  理事および監事は、相互に兼ねることができない。

（役員の職務）

第 15 条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 
2  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または欠けたとき、会長があ

らかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。

3  理事は、理事会を組織し、この会則に定めるところにより会務を執行する。

4  監事は、会計を監査し、その結果を翌会計年度に属する総会において報告する。 

（役員の任期）

第 16 条 会長の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 
2 理事・監事役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 
3  補欠または補充により選任された役員の任期は、それぞれ前任者の残任期間とす

る。

4  役員は、任期満了のときにおいても、後任者が就任するまでの間は、その職務を

行わなければならない。

（役員の解任）

第 17 条 役員は、本会の役員としてふさわしくない行為があったとき、または特別の事

情のあるとき、または第 10 条に示す状態になった場合には、その任期中であっ

ても理事会の議決を経て、会長がこれを解任することができる。

（幹事）

第 18 条 会務の処理について理事を補佐するため正会員の中から理事会が委託し幹事を

置き人数は若干名とする。

（職員）

第 19 条 本会の事務を処理するため、書記等の職員を置くことができる。 
2  職員は理事会が任免する。

3  職員は有給とする。

第 5 章 会議

（総会）

第 20 条 本会は、毎年一回総会を開催する。 
2  総会は、正会員、賛助会員をもって構成する。

3 通常総会は、毎会計年度終了後 2 カ月以内に会長が招集する。 
4 会長は、理事会が必要と認めたとき、または正会員の 10 分の 1 以上からの請求

があったときは、速やかに臨時総会を招集しなければならない。

5  通常総会・臨時総会は、適切な管理の下で、理事会が決定する電磁的方法により
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開催・審議・議決を行うことができる。

6  次の事項は通常総会に提出して承認を得なければならない。

① 事業報告および収支決算についての事項

② 事業計画および収支予算についての事項

③ 財産目録

④ その他理事会において必要と認められた事項

7 総会は、会員の 10 分の 3 以上の出席がなければ、議事を開き、議決することが

できない。ただし、当該議事について書面もしくは電磁的方法によってあらかじ

め意思を表示した者は、出席者とみなす。

8 通常総会の議長は会長があたり、臨時総会の議長は、会議の都度会員の互選で決

める。

9 総会の議事は、この会則に別段の定めがある場合を除いて、出席者の過半数を持

って決し、可否同数のときには議長の決するところとする。

10    総会の議事の要領および議決した事項は、会員に通知しなければならない。

（理事会）

第 21 条 理事会は、理事をもって構成し、この会則に定めるもののほか、会務の執行に

関する重要な事項について決定する。理事会は、適切な管理の下で、電磁的方

法により開催・審議・議決を行うことができる。

2  会長は、毎年 2 回以上理事会を招集しなければならない。 
3  会長は、理事現在数の 3 分の 1 以上から、会議の目的たる事項を示して請求の

あった時は、直ちに臨時理事会を招集しなければならない。

4 理事会の議長は会長とする。

5  理事会は、理事現在数の 3 分の 2 以上出席しなければ、議事を開き議決するこ

とができない。ただし、当該議事につき書面もしくは電磁的方法によって、あ

らかじめ意思を表示した者は、出席者とみなす。

6 理事会の議事は、この会則に別段の定めがある場合を除いて、出席者の過半数

をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

第 6 章 
（委員会）

第 22 条 本会は、会務の運営および第 5 条各号に掲げる事業の遂行のために必要な委員

会を設けることができる。

2 委員会に関して必要な事項は、別に定める。

第 7 章 
（経費の支弁）

第 23 条 本会の経費は、会費、寄付金、補助金およびその他の収入をもって支弁する。 

（会計年度）

第 24 条 本会の会計年度は、4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。 
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（予算）

第 25 条 本会の予算は、理事会の議を経て総会において決する。 

（決算）

第 26 条 本会の決算は、翌会計年度に属する総会において承認を得なければならない。 

第 8 章 
（会則の変更）

第 27 条 この会則を変更しようとするときは、理事会および総会において、出席者（委

任状出席を含む）の各々4 分の 3 以上の同意を得なければならない。 

（解散）

第 28 条 本会を解散しようとするときは、理事会および総会において、出席者（委任状

出席を含む）の 4 分の 3 以上の同意を得なければならない。 

付則

1 この会則は、設立総会で可決後、2016 年 3 月 18 日から施行する。 
2 設立発起人および設立総会前に設立準備委員会によって正会員または準会員もしく

は会員として推薦された法人、その他の団体は、第 7 条第 1 項の規定に関わらず、本

会の設立と同時に、それぞれ正会員また準会員、もしくは特別会員になるものとする。 
3 本会の設立当初の役員等は、第 15 条第 1 項および第 2 項ならびに第 17 条第 1 項の規

定にかかわらず、別紙のとおりとする。

4 本会の設立当初の会計年度は、第 24 条の規定にかかわらず、会の設立の日から 2017
年 3 月 31 日までとする。 

5 本会の設立に要した費用は、本会がこれを負担する。

6 前項の費用は、本会が 2015 年度予算に組み入れるものとする。 
7 第 20 条、第 21 条に定める、総会・理事会の電磁的方法による開催・審議・議決方法

について、2020 年 1 月 1 日から遡って適用する。 

2015 年 9 月 5 日発起人会議策定 
2016 年 3 月 18 日施行 

2018 年 5 月 19 日一部改正 
2022 年 1 月 8 日一部改正
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